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開会  午前 ９時３０分 
○議長（望月光彦君） 

 皆さん、おはようございます。 
 令和５年第３回定例会の開会にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。 
 ９月に入り、残暑もいくらか和らいで朝夕はしのぎやすくなり、ようやく秋の気配が感じら

れるようになりました。今年も猛暑日が続く大変厳しい夏でした。 
 その中で、５年ぶりの通常開催を予定していた南部の火祭りは、台風７号の接近により、中

止を余儀なくされました。 
 職員の皆さんは、連日、炎天下での作業でようやく準備を整えたところ、中止が決定となり、

一変して休日を返上し、総出で片付けに追われました。肉体的にも、精神的にも、大変厳しかっ

たことと思います。本当にお疲れさまでした。 
 川供養と、盆の送りを起源とする火祭りは、この時期の河川敷を会場とする行事であるが故、

異常気象と言われる酷暑や豪雨などの影響を逃れられません。 
 伝統あるこの行事を、この先も継承していくためには、アウトソーシングを取り入れるなど

の運営方法の検討が必要な時期に来ていると感じます。 
 そして、来年こそは、富士川の夜空を赤々と染める荘厳な火祭りが開催できることを願って

おります。 
 さて、議員各位におかれましては、公私ともに多忙のところ、第３回定例会へご参集を賜り、

厚くお礼を申し上げます。 
 本定例会には、令和４年度各会計の歳入歳出決算認定が提出されており、令和４年度の予算

が、議決した目的に沿って適正に執行されたか、またどのような行政成果があったのか、執行

部から示されるわけであります。 
 そのほかにも、審議内容は多岐にわたり膨大なものでありますが、町民の負託に応えられま

すよう、活発で実りある質疑・討論をお願いいたします。 
 なお、本定例会はクールビズのため、上着・ネクタイの着用は自由といたしますので、ご了

承ください。 
 それでは、円滑なる議会運営に格段のご協力を重ねてお願い申し上げまして、開会のあいさ

つとさせていただきます。 
 ただいまから、令和５年南部町議会第３回定例会を開会いたします。 
 ただいまの出席議員は１２名で定足数に達しておりますので、令和５年南部町議会第３回定

例会は成立いたしました。 
 それでは、ただちに本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
   日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において、１１番 小泉

昇一議員および１番 芦澤潤一郎議員の両名を指名いたします。 
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  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
   日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 今期定例会の会期は、本日から９月２５日までの１８日間といたしたいと思います。 
 これに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、今期定例会の会期は、本日から９月２５日までの１８日間とすることに決定いたし

ました。 
  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
   日程第３ 諸報告を行います。 

 地方自治法第１２１条第１項の規定により、町長、教育委員会の教育長および監査委員に出

席を求めたところ、お手元に配付のとおり、説明員の出席ならびに委任の通知がありましたの

でご承知願います。 
 町長からお手元に配付のとおり、議案の提出がありましたので報告いたします。 
 次に、請願、陳情等についてでありますが、本日までに請願１件を受理いたしました。皆さ

んのお手元に配付いたしましたとおりであります。 
 請願第１号 加配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学校での３５人学

級の実施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請

願書 
 については、会議規則第９２条第１項の規定により、文教厚生常任委員会に審査を付託いた

します。 
 なお、審査は今期定例会会期中を期限といたしたいと思います。 
 これに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本付託案件は、今期定例会中の審査とすることに決定いたしました。 
 次に、監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定による、令和４年度会計の令

和５年５月分、令和５年度会計の令和５年５月・６月・７月分に関する例月出納検査の結果報

告がありました。写しをお手元に配付しておきましたのでご承知願います。 
 次に、教育委員会から、令和４年度分の地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条

第１項の規定による、「教育に関する事務の点検及び評価報告書」の提出がありました。お手元

に配付しておきましたのでご承知願います。 
 以上で、諸報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 

日程第４ 報告第 ５号 令和４年度決算に基づく南部町健全化判断比率及び資金不足比率

の報告について 
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日程第５ 議案第６３号 南部町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 
日程第６ 議案第６４号 南部町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準を定める条例の一

部を改正する条例の制定について 
日程第７ 議案第６５号 南部町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 
日程第８ 議案第６６号 南部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 
日程第９ 議案第６７号 令和５年度南部町一般会計補正予算（第５号） 
日程第１０ 議案第６８号 令和５年度南部町指定居宅サービス特別会計補正予算（第２号） 
日程第１１ 議案第６９号 令和５年度南部町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 
日程第１２ 議案第７０号 令和５年度南部町介護保険特別会計補正予算（第３号） 
日程第１３ 議案第７１号 令和５年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 
日程第１４ 議案第７２号 令和５年度南部町睦合財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第１５ 議案第７３号 令和５年度南部町富沢財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第１６ 議案第７４号 令和５年度南部町大城平外二山恩賜林保護財産区特別会計補正予算

（第１号） 
日程第１７ 議案第７５号 令和５年度南部町大日向外三山恩賜林保護財産区特別会計補正予算

（第１号） 
日程第１８ 議案第７６号 工事請負契約の締結について 
日程第１９ 議案第７７号 工事請負契約の締結について 
日程第２０ 議案第７８号 工事請負契約の締結について 
日程第２１ 議案第７９号 町道路線の認定について 
日程第２２ 認定第 １号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について 
日程第２３ 認定第 ２号 令和４年度南部町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 
日程第２４ 認定第 ３号 令和４年度南部町指定居宅サービス特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 
日程第２５ 認定第 ４号 令和４年度南部町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 
日程第２６ 認定第 ５号 令和４年度南部町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 
日程第２７ 認定第 ６号 令和４年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 
日程第２８ 認定第 ７号 令和４年度南部町睦合財産区特別会計歳入歳出決算認定について 
日程第２９ 認定第 ８号 令和４年度南部町富沢財産区特別会計歳入歳出決算認定について 
日程第３０ 認定第 ９号 令和４年度南部町大城平外二山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出

決算認定について 
日程第３１ 認定第１０号 令和４年度南部町大日向外三山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出

決算認定について 
 以上、２８件について、会議規則第３７条の規定により一括して議題といたします。 
 町長から、行政報告と併せて、提案理由の説明を求めます。 
 佐野和広町長。 
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○町長（佐野和広君） 
 令和５年第３回定例会の開催に当たり、提出いたしました案件の説明に先立ちまして、一言

ごあいさつをさせていただきます。 
 本日、南部町議会第３回定例会を開催いたしましたところ、何かとご多忙のところ、全議員

の皆さまの出席を賜り議会が開催されますことに、心から感謝を申し上げます。 
 先ほど、議長のあいさつにもありましたけれども、今年の南部の火祭りは、５年ぶりに通常

開催で行うことが火祭り実行委員会において決定され、町民はもとより関係者一丸となって準

備に取り組んでまいりました。 
 ８月８日に発生した台風７号は、速度が遅く、進路も定まらない中、お盆に日本列島を直撃

する予報が流れ、祈る思いで台風情報に耳を傾ける日々が続きました。 
 幸いにも山梨・静岡に直接上陸するようなコースは外れ、台風本体は本町から遠く離れてい

きましたが、台風の影響による大雨、さらには河川の増水が危惧されました。 
 ８月１０日には、３連休を前に甲府気象台からの台風情報の会見がなされましたので、終了

後に直接気象台に電話をかけ本町の気象情報に関する確認を取りましたが、予報士の方も、台

風の速度が遅いため予測が難しく、その影響範囲は定まらないとのことでした。 
 静岡県内では各地で開かれる予定のお祭りが中止の決定がなされる中、本町では長い時間を

かけて関係者と打ち合わせ、さらに職員も今年こそはという思いで準備作業を進めてまいりま

したので、望みを託して最終決定を甲府気象台が次回会見する１３日の午前中まで見送ること

と、関係者や職員とも協議し確認し合いました。 
 １３日の１０時から開かれた甲府気象台の会見および、その後に行われた予報士との電話会

談の結果は、台風本体は紀伊半島に上陸し中国地方を北上するが、台風による湿った空気が流

れ込む影響で山梨県内でも場所により大雨となり、河川の増水も考えられるとの見解でした。

そのため、臨時管理職会議を１１時に招集し、大変残念ではありましたが、百八たいが流され、

下流地域に迷惑を掛けることだけは避けなければなりませんので、断腸の思いで、火祭りの中

止と、休日ではありますが、午後から職員総出で撤去作業を行うようお願いをいたしました。 
 私も率先して作業をいたしましたが、作業は１４日まで続き、お昼前からは雨も降り始め、

食事もとらずに最後まで引き続き作業を進める職員たちに、作業終了後はねぎらいの言葉をか

けましたが、４年前と同じく天候に左右されるお祭りの難しさに、考えさせられるものがあり

ました。 
 それでは、６月定例会以降の行政報告をさせていただきます。 
 ６月１６日、６月定例会閉会後、晴天に恵まれたうつぶな公園で４年ぶりにあじさいまつり

が開催され、議員の皆様方と出席いたしました。 
平成７年から植栽が始まり今年で２８年、多くのあじさいボランティアの皆さんがこのひと

ときのために１年を通して手入れをしてくださることに、心から感謝を申し上げます。また、

昨年の第３３回全国みどりの愛護の集いにおいて、国土交通大臣表彰を受賞されました。これ

までの取り組みが評価された結果であります。心よりお祝い申し上げます。 
 ６月２２日、令和５年度南部いきいき大学の開校式が行われ、第１回学習会の講師として、

今後のまちの施策について講話いたしました。 
 また同日、東京国際フォーラムで開催された富士山世界文化遺産登録１０周年記念式典に参

加をいたしました。 
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 ６月２６日から３０日までの１週間をかけて、新採用職員から副主査までの若手職員４２名

と面談を行いました。若手職員の仕事への取り組み姿勢が分かり、とても頼もしく感じられた

面談でした。新採用職員も採用から３カ月が経過したことから、仕事のことから職場環境や私

生活に至るまで多岐にわたる話をしました。 
 ７月３日、社会を明るくする運動強調月間に合わせて、保護司の皆さまが町長室にお見えに

なり、内閣総理大臣からのメッセージ伝達式が行われました。 
 犯罪や非行防止、過ちを犯した人の更生について理解を深め、犯罪のない地域社会を築こう

とする全国運動への協力要請を受けるとともに、お越しいただいた皆さまには、保護司として

の日ごろの活動のご労苦に対して感謝を申し上げました。 
 ７月７日、下部ホテルで、南部警察官友の会の役員会、定期総会が開催され、出席いたしま

した。 
 南部署管内の企業や行政が会員となって組織されている友の会ですが、今年から２年間の会

長として、南部・身延・早川と広範囲を管轄する署員の皆さまには、日ごろから地域の治安維

持のためご苦労いただいていることに感謝と慰労を申し上げました。 
 ７月１０日から１２日までの３日間にわたり、主査から主幹までの係長職２６名と面談を行

いました。６月末に行った若手職員面談に引き続き、係長職の意見や要望、課内のことなど、

さまざまな意見を交換しました。 
 ７月１３日、富士宮市と災害時における相互応援に関する協定を締結いたしました。物資の

提供や人員派遣の関係を明文化し、県を越えた隣接する自治体としての協力関係を再確認する

とともに、応援要請を待たずに自主的に支援することも盛り込みました。 
 ７月２１日、町村長会議が開催され出席いたしました。会議では、令和４年度の会務報告や

決算認定のほか、来年度に向けて国県の施策および予算に関する提案要望が協議されました。 
 ７月２７日、ベルクラシック甲府で開催された、山梨人口減少危機突破共同宣言式に出席し

てまいりました。共同宣言には、県内全市町村と経済や福祉・観光などの民間企業等８９団体

が賛同し、危機突破に向けて県や市町村、民間企業などが一丸となり、総力を挙げて取り組み

を進めることといたしました。 
 ７月３１日、南部町総合教育会議を開催いたしました。会議では、教育委員会の令和５年度

の取り組み方針が説明されたほか、南部地区の小学校適正配置について、栄・睦合の両地区で

開催された説明会での意見要望等を踏まえ、教育委員の皆さんと協議いたしました。いずれの

協議事項につきましても、本町の教育行政の方向性を確認する中で情報共有を図ることができ

ました。 
 ８月１３日、臨時の管理職会議を招集いたしました。 
 台風７号の影響により、大雨と河川の増水が予報されていたため、南部の火祭りの中止を決

断いたしました。 
 ８月１７日、県道路整備促進協会理事会および総会と、県高速道路整備促進期成同盟会常任

理事会および総会が、いずれもアピオ甲府で開催され、出席してまいりました。 
 県道路整備促進協会は、産業経済の活性化や活力ある組織づくりに欠かせない道路整備を、

計画的かつ着実に推進するための組織であります。県高速道路整備促進期成同盟会は、中部横

断自動車道や中央自動車道の整備促進機能強化に、積極的な活動を展開しております。 
 ８月３１日、南部町地域包括支援センター運営協議会および南部町地域活動支援センター運
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営委員会を開催いたしました。 
 地域包括支援センター運営協議会では、本年度が最終年度となる、南部町高齢者保健福祉計

画および南部町介護保険事業計画の次期計画策定に向けて、委員の皆さまからご意見等をいた

だきました。 
 また、まだ決定されてはおりませんが、介護保険料につきましては、今後の３年間につきま

しても据え置く考えを提案させていただきました。 
 続いて開催された南部町地域活動支援センター運営委員会では、あじさい工房およびふきの

とうの事業・決算報告など、両施設について協議いたしました。 
 以上で、行政報告を終わります。 
 それでは、本定例議会にご提案させていただいた議案につきまして、提案理由の説明をさせ

ていただきます。お手元の議案集にありますように、本定例会の提出議案は、報告が１件、条

例の改正が４件、補正予算案９件、工事請負契約の締結が３件、町道の認定が１件、決算認定

議案１０件の、合計２８件であります。 
 はじめに議案集１ページ、報告第５号 令和４年度決算に基づく南部町健全化判断比率及び

資金不足比率の報告であります。 
 地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、監査委員の意見書を付してご報告

いたします。 
 議案集２ページをご覧ください。 
 本町においては、４指標ともに早期健全化基準以下であり、また資金不足比率につきまして

も経営健全化基準以下となっており、健全な財政状況にあることを報告いたします。 
 次に、議案集３ページ、議案第６３号 南部町印鑑条例の一部を改正する条例の制定につい

てでありますが、電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の

一部を改正する法律が施行されたことに伴い、本条例の一部を改正する必要が生じたためであ

ります。 
 次に議案集５ページ、議案第６４号 南部町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準を定め

る条例の一部を改正する条例の制定についてでありますが、児童福祉法に基づき国が定めた家

庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準が改正されたことに伴い、本条例の一部を改正す

る必要が生じたためであります。 
 次に、議案集８ページ、議案第６５号 南部町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてでありますが、児童福祉法に基づ

き国が定めた放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準が改正されたことに伴い、

本条例の一部を改正する必要が生じたためであります。 
 次に、議案集１１ページ、議案第６６号 南部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてでありますが、子ど

も子育て支援法の一部改正による第１９条構成変更に伴い、本条例の一部を改正する必要が生

じたためであります。 
 次に、議案第６７号から議案第７５号までは、一般会計ほか８会計の補正予算であります。 
 はじめに、令和５年度南部町一般会計補正予算（第５号）でありますが、６月補正予算後の

情勢の変化に対応するため、県支出金、繰入金および町債、令和４年度の決算剰余金などを主

な財源とし、緊急を要する事業に必要な措置を講じたところであります。 
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 主な事業としては、分庁舎立体駐車場の整備と防災資機材等準備倉庫の改修事業として工事

費を計上したほか、リバーサイドパークへの健康器具等の設置費を予算計上いたしました。 
 その結果、歳入歳出予算はそれぞれ３億６３６万７千円の追加となり、予算の総額を５６億

９，９０９万８千円とするものであります。 
 次に特別会計です。 
 指定居宅サービス特別会計補正予算は、繰越金を財源とする一般会計への繰出金７２５万

８千円の、前年度決算確定に伴う補正であります。 
 国民健康保険特別会計補正予算の事業勘定におきましても、繰越金を財源とした一般会計繰

出金の補正。南部直診勘定は、繰越金を財源とした浄化槽の修繕と医療用機械器具費等の計上

が主たる内容となります。 
 介護保険特別会計補正予算は、繰越金を主な財源としまして、精算に伴う返還金や給付準備

基金積立金、一般会計繰出金など６，０２５万２千円を補正いたします。 
 後期高齢者医療特別会計補正予算は、前年度決算が確定したことに伴う補正であります。 
 睦合財産区、大城平外二山恩師林保護財産区及び大日向外三山恩賜林保護財産区特別会計補

正予算は、前年度決算が確定したことに伴う補正であります。 
 富沢財産区特別会計補正予算は、木材売払い収入を財源に、管理費および造林費を補正いた

します。 
 以上で、補正予算の提案理由の説明を終わらせていただきます。 
 次に、議案集１５ページから１７ページ、議案第７６号から議案第第７８号までの工事請負

契約の締結についてでありますが、議案第７６号と議案第７７号は、町道奥山線法面補強工事

の１工区、２工区につきまして、議案第７８号は南部町役場本庁舎屋根改修工事につきまして、

入札により契約相手の選定が整いましたことから、契約の締結を議会に諮るものであります。 
 次に、議案集の１８ページ、議案第７９ 町道路線の認定についてでありますが、県から県

道富士川身延線の一部を町道へ移管されることに伴い、移管される町道の路線認定については、

道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を経る必要があるためであります。 
 続きまして、別冊の決算書、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定から、

認定第１０号 令和４年度南部町大日向外三山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出認定であり

ますが、すでに監査委員による決算審査を受け、全ての会計で適切に処理され、適正であると

の意見書を受理いたしました。お手元に、その写しを配付いたしましたので、決算審査意見書

の説明につきましては省略させていただきます。 
 なお、監査委員からご指摘いただいた、住民生活に真に必要とされる施策を展開するととも

にさらなる見直しを図り、将来を見据えた政策の推進が必要であるとの貴重なご意見につきま

しては、真摯に受けとめ、身を引き締めて町政運営に邁進する所存であります。 
 以上、本定例会に提案いたしますが、議案の詳細な説明につきましては、会計管理者ならび

に担当課長に説明させますので、よろしくご審議をいただき、議決ならびに認定を賜りますよ

うお願い申し上げ、私からの提案理由の説明を終わらせていただきます。 
○議長（望月光彦君） 

 町長の提案理由の説明が終わりました。 
 次に、担当課長の補足説明を求めます。 
 はじめに、日程第４ 報告第５号および、日程第９ 議案第６７号から日程第１７ 議案第
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７５号までの補正予算ならびに、日程第１８ 議案第７６号から日程第２０ 議案第７８号ま

での工事請負契約の締結について、遠藤財政課長。 
○財政課長（遠藤一明君） 

 （補足の説明・省略） 
○議長（望月光彦君） 

 次に、日程第５ 議案第６３号について、若林住民課長。 
○住民課長（若林安彦君） 

 （補足の説明・省略） 
○議長（望月光彦君） 

 次に、日程第６ 議案第６４号から日程第８ 議案第６６号について、岡村子育て支援課長。 
○子育て支援課長（岡村忠君） 

 （補足の説明・省略） 
○議長（望月光彦君） 

 次に、日程第２１ 議案第７９号について、尾崎建設課長。 
○建設課長（尾崎龍次君） 

 （補足の説明・省略） 
○議長（望月光彦君） 

 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は１１時０５分です。 

休憩  午前１０時５０分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時０５分 
○議長（望月光彦君） 

 それでは、休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 
 次に、日程第２２ 認定第１号から日程第３１ 認定第１０号について、渡辺会計管理者。 

○会計管理者（渡辺幸博君） 
 （補足の説明・省略） 

○議長（望月光彦君） 
 以上で、担当課長の補足説明を終わります。 
 ここで、令和４年度決算に基づく南部町健全化判断比率および資金不足比率ならびに各会計

の歳入歳出決算および基金の運用状況について、田中清一代表監査委員より審査結果の報告を

お願いいたします。 
 田中代表監査委員。 

○代表監査委員（田中清一君） 
 代表監査委員の田中でございます。 
 それでは私から、去る７月２７日、２８日の２日間にわたり、高橋茂広監査委員とともに実

施いたしました、令和４年度決算に係る財政健全化審査ならびに各会計の決算審査の結果につ

きまして、その概要を報告いたします。 
 はじめに、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき審査に付されました、財政健

全化審査について報告いたします。 
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 お手元に配付されております、令和４年度財政健全化審査意見書をご覧ください。 
 町長から提出されました、健全化判断比率および資金不足比率ならびに算定基礎となる事項

を記載した１００ページにわたる資料をもとに、財政課より状況を聴取し審査した結果、これ

らの書類は、いずれも法令等に基づき適正に作成されているものと認められました。 
 南部町の健全化判断比率の状況は１ページに、資金不足比率の状況は２ページに記載されて

いる表のとおりであります。 
 各健全化判断比率、資金不足比率ともに早期健全化基準ならびに憂慮される基準を大きく下

回っており、指摘する事項は特にありませんが、引き続き健全な財政運営の維持に努めていた

だくことを望みます。 
 次に、地方自治法第２３３条第２項および第２４１条第５項の規定に基づき審査に付されま

した、令和４年度南部町一般会計および特別会計の歳入歳出決算ならびに基金の運用状況の審

査結果について概要を報告いたします。 
 お手元に配付してあります、令和４年度会計決算審査意見書をご覧ください。 
 審査の対象は、一般会計および特別会計９件の歳入歳出決算および定額の資金を運用してい

る土地開発基金の運用状況で、関係諸帳簿その他の書類等と照合しながら審査を行いました。 
 また、令和４年度から５年度にかけて取り壊しが行われた総合会館の跡地、森小久保水路災

害復旧工事、下井出水路および本郷五反田水路の改良工事、以上４カ所について実施状況調査

のため現地確認を行い、各担当者から概況を聴取いたしました。 
 その結果、各会計の歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書および財産に

関する調書、ならびに基金運用状況調書は、関係法令に準拠して作成されており、その係数に

誤りはなく、予算執行も適法・適正であると認められました。 
 まず、令和４年度一般会計について、３ページの表２です。 
 歳入総額は６３億５，２４５万６千円、歳出総額は５５億４，９９７万８千円でありました。 
 繰越明許費繰越額として２億５，８２５万５千円ありますので、実質収支額５億４，４２２万

３千円が令和５年度への繰越額となりました。 
 歳入面においては、まず主たる財源である地方交付税は５ページの表４のとおり、前年度の

３０億２，４８２万２千円に比べ、普通交付税が１億２，１４１万８千円減額し、特別交付税

は１５５万７千円の増額。合計で１億１，９８６万１千円の減額となり、総額では２９億

４９６万１千円でありました。この普通交付税の減額は、算定項目である臨時財政対策債振替

相当額が減額されたことが主な要因です。 
 なお、４ページの表３のとおり、歳入総額の４５．７％を占める地方交付税に大きく依存し

ている状況は依然として変わりありません。 
 町税収入は６ページの表５のとおり、町民税のうち個人住民税は、人口減少と高齢化率の上

昇により減少傾向となりますが、修正申告による課税があったために微増しております。 
 一方、法人住民税においては、事業所の多くが法人税割が減少し、中でも大手１社が多額の

減少となったことで大きな減収につながりました。これにより、町民税全体では前年度に比べ

収入額が２，１８３万円の減額となっています。 
 新型コロナウイルス感染症への対策が緩和されたことで、この先、事業活動が活発になるこ

とを期待いたしますが、個人住民税では納税義務者の減少により年々減収となることが予想さ

れます。課税客体の減少によるものなのでいかんともしがたいわけですが、当該調定額の徴収
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に最大限の努力を図られることを望みます。 
 また、徴収率は昨年度より０．３３ポイント減少したものの県下でも上位に位置し、９８％

と高い徴収率を維持していることは、未納者や滞納者に対する催告や丁寧な納税相談など細や

かな対応を続けている結果であることが確認でき、徴収事務の努力は昨年度に引き続き大いに

評価に値します。 
 今後も税の公平性および公正性の観点から、慎重な対応と徴収の強化を引き続き図られるこ

とを望みます。 
 次に歳出面ですが、７ページの表６のとおり、減少した項目は、職員数は微増しましたが歳

出額としては人件費が、また建設費用として借り入れた合併特例債の残高減少により公債費が、

公園整備や旧富河中学校改修など大型工事の終了で投資的経費が、そしてコロナ対策の緩和で

事業実施が進み余剰金が減ったために積立金が、それぞれ減額となりました。 
 一方、増加した項目は、一部事務組合施設からの入居者移動により扶助費が、光熱水費の高

騰や合併２０周年式典費用などにより物件費が、前年度コロナ交付金の返還金や南部の火祭り

の実施に伴い補助金等が、それぞれ増額となりました。 
 また、８ページの表７のとおり、老朽化が進む公共施設の解体改修には補助金や起債の充当

ができないため、昨年度に引き続き公共施設整備基金などに積み立てを行っております。 
 今後、公共施設等総合管理計画、国土強靱化計画に沿った施設の維持や廃止等に係る多額の

支出を控える中、引き続き行財政改革も念頭に、人件費、扶助費および公債費に係る義務的経

費が高い水準で推移しないよう注意しながら、将来負担を考慮した財政運営を図られることを

望みます。 
 次に、特別会計の決算ですが、１０ページの表１３－１のとおり、９会計の歳入総額は３０億

５，１９９万６千円、歳出総額は２８億４，５６６万３千円となりました。 
 翌年度に繰り越すべき額がありませんので、実質収支額は２億６３３万３千円となっていま

す。特別会計においても係数に誤りはなく、予算執行はそれぞれの会計の目的に沿った適法・

適正なものと認められました。 
 特別会計の詳細につきましては、抜粋して報告させていただきます。 
 まず、簡易水道事業特別会計では、１１ページ表１３－２のとおり、新型コロナウイルス感

染症への生活支援として、令和２年度から引き続きとなる６カ月間の使用料免除が実施されま

した。南部町全域を対象とした素晴らしい施策であると考えられます。この調定額減額分の補

填として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の５，８００万円を一般会計か

ら繰り入れています。 
 この簡易水道事業においては、このほか８，０５１万６千円の一般会計からの法定外である

繰入金に大きく依存しています。 
 施設の老朽化に伴い、今後も多額の支出は避けられないわけでありますが、６年度からは公

営企業会計方式に移行となりますので、これを一つの契機と捉え、企業会計として少しでも自

立の方向へ向かい得るよう検討していくことが必要です。 
 なお、１２ページの表１５のとおり、水道使用料の徴収事務において、前年度末からの未収

金に大きな減少が見られ、事務の連携を図りながら対応が強化されていることは大いに評価に

値します。あくまでも使用料であるため、受益者負担の適正化に努め、利用者間の公平性およ

び公正性の確保と町民サービスの向上を目指し、今後も未収金の発生防止とその回収に強力に
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取り組み、本会計の財政基盤強化を図られることを望みます。 
 次に、指定居宅サービス特別会計については、１３ページの表１６のとおり、令和４年度も

黒字決算となっていますが、これは一般会計からの繰入金によるものです。 
 富沢デイサービスセンターは、延べ利用者数の前年度比が増加となったため収入状況は改善

しつつありますが、電気料、燃料費、食材費などの急激な高騰で運営費も増大しています。 
 今後とも、事業の継続とさらなるサービスの向上に向け、社会福祉協議会との連携を強化し、

運営内容について協議検討を続けていくことが必要です。 
 次に、国民健康保険特別会計事業勘定について、１４ページの表１８のとおり、団塊の世代

の後期高齢者医療への移行が進む中、人口減少や社会保険の適用拡大が要因で被保険者の減少

が続いており、国保税の調定額は前年度から約１千万円の減額となっています。 
 しかし１３ページの表１７のとおり、県事業費納付金が減額となり、税率改定当時計画して

いた財政調整基金の取り崩しをしなくても、前年度からの繰越金により実質収支額は６，

２９７万８千円となり、前年度を上回っています。 
 今後も、見直しの時期となっている県国保事業運営方針の内容や保険給付の状況を注視する

中で、財政調整基金の的確な活用について十分に検討し、国保財政の健全性堅持に努めていく

ことが必要です。 
 一方、１人当たりの医療費が県内上位の状況が続いており、憂慮すべきところではあります

が、健診の高受診率がその後の対応につながるよう、保健事業による被保険者個々の健康意識

高揚のための取り組みを図ることが大切です。 
 以上が、一般会計および抜粋した特別会計の決算概要であります。 
 過疎地に位置し、小規模自治体である本町にあっては、歳入に占める町税の割合は１４．４％

と、今後も自主財源の確保には厳しいことが予想され、交付税をはじめとする依存財源に頼ら

ざるを得ないのが現状であります。 
 しかし、町政は財政の健全性を保ちつつ町内の経済活性化を図り、直面する課題への対応や

優先して行うべき事業を見極め、限られた財源を有効に活用して町民サービスの維持向上を図

らなければなりません。 
 効率的な行財政システムの構築に努め、最少の経費で最大の効果を上げることが求められて

おり、真に住民生活に必要とされる施策を積極的に展開するとともに、さらなる見直しにより

将来を見据えた政策の推進に取り組まれることをお願い申し上げます。 
 なお、詳細につきましては、お手元の財政健全化審査意見書および決算審査意見書をご覧い

ただき、確認をお願いいたします。 
 以上、審査結果の報告を終わります。 

○議長（望月光彦君） 
 以上で、監査委員の審査結果報告を終わります。 
 田中代表監査委員、ご苦労さまでした。 
 ここで、暫時休憩いたします。 
 再開は午後１時１５分です。 

休憩  午後 ０時１０分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 １時１５分 
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○議長（望月光彦君） 
 それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 

 ただいま議題となっております案件のうち、日程第４ 報告第５号および、日程第１８ 議

案第７６号から日程第２０ 議案第７８号の４件については、町長から、本日先議されたい旨

の申し出がありました。 
 よって、本日先議いたしたいと思います。 
 これに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、日程第４ 報告第５号、日程第１８ 議案第７６号から日程第２０ 議案第７８号

については、本日、先議することに決定いたしました。 
 議案集１ページをお開きください。 
 日程第４ 報告第５号 令和４年度決算に基づく南部町健全化判断比率及び資金不足比率

の報告についてを議題とし、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第４ 報告第５号 令和４年度決算に基づく南部町健全化判断比率及び資金不

足比率の報告についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第１８ 議案第７６号から日程第２０ 議案第７８号までの工事請負契約の締結

についてを議題とし、質疑・討論・採決を行います。 
 まず、質疑を行います。 
 議案集１５ページをお開きください。 
 日程第１８ 議案第７６号 工事請負契約の締結について、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第１８ 議案第７６号についての質疑を終結いたします。 
 次に、議案集１６ページをお開きください。 
 日程第１９ 議案第７７号 工事請負契約の締結について、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第１９ 議案第７７号についての質疑を終結いたします。 
 次に、議案集１７ページをお開きください。 
 日程第２０ 議案第７８号 工事請負契約の締結について、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２０ 議案第７８号についての質疑を終結いたします。 
 次に、討論を行います。 



 １７

 日程第１８ 議案第７６号から日程第２０ 議案第７８号について、一括で討論いたします。 
 討論の通告はありませんので、討論なしと認めます。 
 以上で、日程第１８ 議案第７６号から日程第２０ 議案第７８号についての討論を終結い

たします。 
 次に、採決を行います。 
 採決は、１議案ごとに順次行います。 
 はじめに、日程第１８ 議案第７６号 工事請負契約の締結については、原案のとおり決定

することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１８ 議案第７６号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第１９ 議案第７７号 工事請負契約の締結については、原案のとおり決定する

ことに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１９ 議案第７７号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第２０ 議案第７８号 工事請負契約の締結については、原案のとおり決定する

ことに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２０ 議案第７８号については、原案のとおり決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
   日程第５ 議案第６３号から日程第１７ 議案第７５号、日程第２１ 議案第７９号、日程第

２２ 認定第１号から日程第３１ 認定第１０号までの２４件についてを議題とし、順次質疑

を行います。 
 なお、これらの案件については委員会付託を予定しておりますので、詳細な質問は委員会審

査でお願いをいたします。 
 はじめに、日程第５ 議案第６３号 南部町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について、

質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第５ 議案第６３号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第６ 議案第６４号 南部町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準を定める条

例の一部を改正する条例の制定について、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第６ 議案第６４号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第７ 議案第６５号 南部町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、質疑はありませんか。 
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 芦澤潤一郎議員。 
○１番議員（芦澤潤一郎君） 

 第６条の３で、たぶんこれは、子どもたちが車内に置き去りにされた事件を受けての条例改

正だと思われますが、当町として、この条例ができる前にどのようにしていたか、そしてこの

条例ができることで今後どのようにしていくか、お聞かせいただきたいと思います。 
○議長（望月光彦君） 

 子育て支援課長。 
○子育て支援課長（岡村忠君） 

 それでは、芦澤議員の質問にお答えします。 
 放課後児童保育ですが、今までは車の移動というものはありませんでしたので、この条例の

内容のことはやっておりませんでした。保育所の送迎バスは、ブザーなどの設備がついている

ものがありますので、今後、放課後児童保育においても自動車を使うことがありましたら、乗

車時と降車時の点呼をしながら進めていきたいと思っております。 
○議長（望月光彦君） 

 ほかに質疑はございますか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第７ 議案第６５号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第８ 議案第６６号 南部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、質疑はありませんか。 
 望月小五郎議員。 

○３番議員（望月小五郎君） 
 この町では、これに該当する施設はありますか。 

○議長（望月光彦君） 
 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（岡村忠君） 
 それでは望月議員の質問にお答えします。 
 南部町特定教育ということで施設補助を受けているみどり幼稚園と、町の保育所が該当にな

ります。 
○議長（望月光彦君） 

 ほかに質疑はございますか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第８ 議案第６６号についての質疑を終結いたします。 
 次に、一般会計補正予算書をご用意ください。 
 日程第９ 議案第６７号 令和５年度南部町一般会計補正予算（第５号）について、質疑を

行います。 
 質疑は、全ての会計において事項別明細書により行います。 
 はじめに歳入について、１１ページと１２ページ、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
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 質疑なしと認めます。 
 次に、歳出に移ります。 
 第１款議会費から第４款衛生費について、１５ページと１６ページ、質疑はありませんか。 
 望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 １５ページの２款総務費、１項総務管理費、４目の企画費の中で、工事請負費、公園整備工

事費があります。子ども用遊具の設置という話でしたが、具体的にどこにどんなものを設置す

るのか教えてください。 
○議長（望月光彦君） 

 企画課長。 
○企画課長（杉山一陽君） 

 それでは、望月議員のご質問にお答えをさせていただきます。 
 先ほど財政課長からも説明がありましたが、場所はリバーサイドパークになります。ウエル

シアさんのちょうど裏側になりますが、現在芝生広場として利用しています公園の４分の１を

利用して、今回設置をいたします。子ども用の遊具につきましては、予定しておりますのが３基

で、ミニ滑り台、ミニシーソー、それからイルカライダーといいましてイルカにまたがって乗

るような遊具を、今予定をしてございます。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はございますか。 
 望月小五郎議員。 

○３番議員（望月小五郎君） 
 今の公園整備については、誰かの要望があって造ろうとしているのか、それとも役場で、こ

れがあったほうがいいのではないかということで造ろうとしているのか、どちらでしょうか。 
○議長（望月光彦君） 

 企画課長。 
○企画課長（杉山一陽君） 

 それでは、望月議員のご質問にお答えをいたします。 
 財務省から町が借り受けをして公園整備をしているところですが、以前の利活用推進につい

ての一般質問の際に、建設課から、順次計画を立てて実行していくという答弁をしております。

これに沿った計画となります。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 佐野町長。 

○町長（佐野和広君） 
 あの公園を造りまして、皆さんも感じたと思いますが、通るたびに何か宝の持ち腐れだと感

じました。芝が伸びるばかりで刈込の管理をしていましたので。これは何か有効活用はないか

ということを考えたときに、たまたま県から公園に対する施設等の補助が出るということ、補

助率は１０分の１０、それならば手を挙げようと、それで今回こういう話になりました。 
 以上です。 
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○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はございませんか。 
 遠藤光宣議員。 

○９番議員（遠藤光宣君） 
 １２目の公共施設等総合管理事業費の１４節工事請負費、その中の分庁舎立体駐車場等の整

備工事費で、２億６，８３２万３千円という非常に大きい予算が出されているわけです。これ

についてはある程度の話は聞いていますが、詳しい説明をお願いしたいと思います。 
○議長（望月光彦君） 

 企画課長。 
○企画課長（杉山一陽君） 

 それでは、遠藤議員の質問にお答えをさせていただきます。 
 分庁舎立体駐車場等の整備工事費になりますが、ご存じのとおり、総合会館解体後の空き地

に分庁舎の防災関連の立体駐車場を整備する事業でございます。主には立体駐車場、鉄骨造り

の２階建てになります。上面と下でおおよそ５０台弱の車が、その立体駐車場のみで駐車をす

ることができるようになります。 
 それから、防災倉庫も併せて整備をいたしますが、こちらは現在分庁舎で駐車場として利用

している建屋をそのまま改修をしまして、防災倉庫として新たに利用をします。また、その周

りのアスファルト舗装や側溝などの付帯工事も実施をいたします。 
 立体駐車場が１億８，７４８万４千円、防災倉庫の改修で２，７８０万８千円、付帯工事で

５，３０３万１千円という工事費を予定してございます。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はありませんか。 
 芦澤潤一郎議員。 

○１番議員（芦澤潤一郎君） 
 今の関連でお伺いします。 
 防災用の倉庫ができるということですが、立体駐車場も防災の拠点となるのですか。 

○議長（望月光彦君） 
 企画課長。 

○企画課長（杉山一陽君） 
 それではお答えをさせていただきます。 
 立体駐車場も、分庁舎周りが浸水区域になっていますので、１次避難場所として駐車場の

２階は利用ができることになります。１階は、浸水等がない場合には、屋根下で炊き出しなど

に利用ができるということで、防災・減災に対する起債を利用しての事業実施となります。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、第５款農林水産業費から第９款教育費、１７ページから最終１９ページまで、質疑は
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ありませんか。 
 望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 １９ページの９款教育費、７項の保健体育費の中の学校給食の共同調理場運営費、賄材料費

が物価高によってなかなか厳しい状況だという話ですが、例えば地元の農家の野菜を融通して

もらうなどの努力というのはしているのでしょうか。 
○議長（望月光彦君） 

 学校教育課長。 
○学校教育課長（若林将基君） 

 望月憲之議員の質問にお答えをさせていただきます。 
 今言われたように、物価の上昇で、現状の予算のままだと年度末まで賄い切れないというこ

とで、１食あたりの単価を１０％上げて今回２６１万８千円の増額計上をしております。これ

につきましては、調理所のほうでもいろいろな努力をしておりまして、もちろん地産地消をし

ておりますし、直接農家さんから買い取りということはしておりませんが、農協さんを通じて

買い取りをさせていただいているというような状況でございます。 
 よろしくお願いします。 

○議長（望月光彦君） 
 望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 世の中は物価高という傾向というのはずっと続くと思います。そういう中で、やはり給食、

子どもたちに食を提供するということはとても大切なことだと思いますので、しっかりと予算

を確保しながら進めていっていただきたいなと思います。 
 町長、またよろしくお願いします。 

○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はございますか。 
 芦澤潤一郎議員。 

○１番議員（芦澤潤一郎君） 
 １７ページの６款商工費の中の、山水徳間の里の管理費で、設備品購入費として町産材の椅

子とテーブルという説明がありましたが、これの詳しい説明をお願いします。 
○議長（望月光彦君） 

 産業振興課長。 
○産業振興課長（併）農業委員会事務局長（佐野郁夫君） 

 ただいまの、芦澤議員の質問にお答えします。 
 山水徳間の里は、年間を通してキャンプ客を受け入れており、その人気も上昇傾向にありま

す。それで、炊事場つきのキャンプサイトの椅子テーブルセットが不足しておりまして、その

代わりとしまして、木製のいすテーブル２セットを購入させていただきたいということであり

ます。 
 それから、そば処ひのきの客間の空調機器１台の取り替えです。これについては、そば処ひ

のきの客間のエアコンが１台故障しておりまして、修理するにも既設エアコンが廃盤となってお

り部品も取れないため、同等のエアコンを購入したいということで計上させていただきました。 
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 以上です。 
○議長（望月光彦君） 

 ほかに質疑はございますか。 
 望月小五郎議員。 

○３番議員（望月小五郎君） 
 １７ページ、５款農林水産業費、２目の林業振興費の、ツキノワグマの放獣事業、これは山

に放す方向の１０万円だと思いますが、クマの出没で南部町がテレビ報道されています。これ

は本当に人命に関わることなので、実際にどうしていくかということはやはり考えていくべき

ではないかと思います。こういう事業に関してもう少しお金を入れて安全対策をする必要があ

ると思います。報道によりますとヤマメが荒らされたということなので、それに対しての補助

などもしていくべきではないかと思いますが、そのへんのお考えがもしあれば、お聞きしたい

と思います。 
○議長（望月光彦君） 

 産業振興課長。 
○産業振興課長（併）農業委員会事務局長（佐野郁夫君） 

 ただいまの望月小五郎議員の質問にお答えします。 
 この予算については、ツキノワグマを放獣して保護する事業です。現在、マスコミ報道で、

佐野地区のことも出ていますが、この部分については助成なりを、していく必要があるとは考

えております。 
 ただ、人命が最優先ですので、保護管理もですが必要な場合は射殺などの形になってしまう

と思いますが、状況に応じて放獣の事業を進めるというような形ではあります。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 町長。 

○町長（佐野和広君） 
 ここ最近、クマの出没が多く、私も非常に困っています。これがテレビ放映、あるいは新聞

に出まして、動物愛護の人たちからかなり南部町に問い合わせが来るわけです。中には、産業

振興課長と担当者のところに直接来られる方もいました。その人たちの言うには、なんとして

でも生かしてほしいということです。私は直接関わりませんでしたが、例えば佐野であったよ

うに、あのようなところに一度クマが入ってしまうと、もうその良さは分かりますから、捕っ

て逃がしてもまた来るわけで、非常に危険です。 
去年も、内船の人家に来まして、私もすぐに行きましたが、その家のクーラーの上に寝転ん

でいて、しょうがなく警察との話の中で、人命第一で殺処分しました。動物はかわいいとかそ

れは分りますが、ことクマに関してはそんな甘いものではありません。ですから、状況によっ

てやはり人命第一で判断をしたいと思います。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
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 以上で、日程第９ 議案第６７号についての質疑を終結いたします。 
 次に、別冊の特別会計補正予算書をご用意ください。 
 日程第１０ 議案第６８号 令和５年度南部町指定居宅サービス特別会計補正予算（第２号）

について、質疑を行います。 
 ９ページと１３ページ、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第１０ 議案第６８号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第１１ 議案第６９号 令和５年度南部町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

について、質疑を行います。 
 事業勘定２５ページと２９ページ、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、直営南部診療施設勘定３７ページと４１ページ、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第１１ 議案第６９号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第１２ 議案第７０号 令和５年度南部町介護保険特別会計補正予算（第３号）

について、質疑を行います。 
 ５１ページと５５ページ、５６ページ、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第１２ 議案第７０号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第１３ 議案第７１号 令和５年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）について、質疑を行います。 
 ６５ページと６９ページ、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第１３ 議案第７１号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第１４ 議案第７２号 令和５年度南部町睦合財産区特別会計補正予算（第１号）

について、質疑を行います。 
 ７９ページと８３ページ、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第１４ 議案第７２号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第１５ 議案第７３号 令和５年度南部町富沢財産区特別会計補正予算（第１号）

について、質疑を行います。 
 ９３ページと９７ページ、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
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 以上で、日程第１５ 議案第７３号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第１６ 議案第７４号 令和５年度南部町大城平外二山恩賜林保護財産区特別

会計補正予算（第１号）について、質疑を行います。 
 １０７ページと１１１ページ、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第１６ 議案第７４号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第１７ 議案第７５号 令和５年度南部町大日向外三山恩賜林保護財産区特別

会計補正予算（第１号）について、質疑を行います。 
 １２１ページと１２５ページ、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第１７ 議案第７５号についての質疑を終結いたします。 
 次に、議案集をご用意ください。 
 １８ページ、日程第２１ 議案第７９号 町道路線の認定について、質疑はありませんか。 
 高橋議員。 

○８番議員（高橋茂広君） 
 県道から町道に移管されるということですが、町道に移管された後に大雨で災害となったら

困るわけですが、その点について、町として移管される前にどのような対応をとるかお聞かせ

願います。 
○議長（望月光彦君） 

 建設課長。 
○建設課長（尾崎龍次君） 

 高橋議員の質問にお答えいたします。 
 現在、移管に当たりまして、考えられる法面の危険などは県にお願いしてあり、県で対応の

発注がされております。それが全て済んでからの移管になりますので、安全な状態で移管され

るようにしております。 
○議長（望月光彦君） 

 高橋議員。 
○８番議員（高橋茂広君） 

 道路面の悪いところの補修などもされてから移管されるのでしょうか。 
○議長（望月光彦君） 

 建設課長。 
○建設課長（尾崎龍次君） 

 基本的にはお願いをしておりまして、今回の工事に入っていますが、細かいところまではあ

りませんので、それは今後、町で管理をしていくようになると思います。 
○議長（望月光彦君） 

 ほかに質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
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 以上で、日程第２１ 議案第７９号についての質疑を終結いたします。 
 次に、別冊の決算書をご用意ください。 
 日程第２２ 認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について質疑を行

います。 
 質疑は、全ての会計において事項別明細書により行います。 
 はじめに、歳入について、第１款町税から第１４款使用料及び手数料、９ページから１５ペー

ジ上段まで、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、第１５款国庫支出金から第２２款町債、１５ページ中段から最終２４ページまで、質

疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、歳出に移ります。 
 第１款議会費から第２款総務費、２５ページから３５ページ上段まで、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、第３款民生費から第４款衛生費、３５ページ中段から４５ページ中段まで、質疑はあ

りませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、第５款農林水産業費から第６款商工費、４５ページ下段から５２ページ上段まで、質

疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、第７款土木費から第８款消防費、５２ページ上段から５６ページ中段まで、質疑はあ

りませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、第９款教育費について、５６ページ下段から６９ページ中段まで、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、第１０款災害復旧費から第１３款予備費および財産に関する調書について、６９ペー

ジ中段から７８ページまで、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、南部町土地開発基金運用状況調書について、最終７９ページ、質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２２ 認定第１号についての質疑を終結いたします。 
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 次に、日程第２３ 認定第２号 令和４年度南部町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、５ページから１０ページまで、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２３ 認定第２号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第２４ 認定第３号 令和４年度南部町指定居宅サービス特別会計歳入歳出決算

認定について、５ページから１１ページまで、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２４ 認定第３号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第２５ 認定第４号 令和４年度南部町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について、はじめに事業勘定、財産に関する調書を含め、６ページから２３ページまで、歳入

歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、直営南部診療施設勘定、財産に関する調書を含め、５ページから１３ページまで、歳

入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 次に、直営万沢診療施設勘定、財産に関する調書を含め、５ページから１３ページまで、歳

入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２５ 認定第４号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第２６ 認定第５号 令和４年度南部町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、財産に関する調書を含め、７ページから２８ページまで、歳入歳出一括で質疑はありま

せんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２６ 認定第５号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第２７ 認定第６号 令和４年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について、５ページから９ページまで、歳入歳出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２７ 認定第６号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第２８ 認定第７号 令和４年度南部町睦合財産区特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、財産に関する調書を含め、５ページから８ページまで、歳入歳出一括で質疑はありま

せんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
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 以上で、日程第２８ 認定第７号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第２９ 認定第８号 令和４年度南部町富沢財産区特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、財産に関する調書を含め、５ページから１０ページまで、歳入歳出一括で質疑はあり

ませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２９ 認定第８号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第３０ 認定第９号 令和４年度南部町大城平外二山恩賜林保護財産区特別会計

歳入歳出決算認定について、財産に関する調書を含め、５ページから８ページまで、歳入歳出

一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第３０ 認定第９号についての質疑を終結いたします。 
 次に、日程第３１ 認定第１０号 令和４年度南部町大日向外三山恩賜林保護財産区特別会

計歳入歳出決算認定について、財産に関する調書を含め、５ページから８ページまで、歳入歳

出一括で質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第３１ 認定第１０号についての質疑を終結いたします。 
 これより提出議案の委員会付託を行います。 
 会議規則第３９条第１項の規定により、お手元に配付してありますとおり、所管の常任委員

会へ提出議案を付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、お手元に配付してありますとおり、所管の常任委員会へ付託することに決定いたし

ました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
   日程第３２ 一般質問を行います。 

 一般質問は、通告書の一つの質問事項ごとに質問と回答を終了し、次の質問事項に進む、一

問一答方式です。 
 １人の一般質問の持ち時間は、質問と回答の時間を含め４０分です。 
 また、同一の質問事項についての再質問は２回までですので、よろしくお願いをいたします。 
 なお、残り時間は議場内に設置してありますモニターに表示されますので、十分ご留意くだ

さい。 
 時間が経過した場合は、議長が質問を打ち切りますので、申し添えます。 
 最初に、２番、望月憲之議員の質問を許します。 
 望月憲之議員の質問は３問あります。 
 まず１番目の質問を求めます。 
 ２番、望月憲之議員。 
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○２番議員（望月憲之君） 
 それでは、一般質問をさせていただきます。 
 まず、最初に学校教育の取り組み状況と評価について伺います。 
 令和２年の４月、南部町の教育振興に関し、国県の教育施策や第２次南部町総合計画との整

合性を図る中で、南部町教育振興基本計画が策定され、令和２年度を初年度とし、令和５年度

までの４年間を期間として、生涯学習や学校教育に関する取り組みが進められています。 
 また、計画の進行管理については、さまざまな取り組みの成果に関わる点検評価を客観的に

できるよう、ＰＤＣＡサイクルを重視して、より効率的で効果的な教育の実現を目指すとされ

ています。 
 南部町の学校教育に関する計画の中で、生きる力を育むバランスのとれた学校教育の推進の

ために信頼される学校教育の取り組みとして基本目標が提言され、３つの基本方針が打ち出さ

れています。 
 その基本方針を実現するために、具体的な施策として８つの項目について細かく取り組む内

容が提案されています。 
 新型コロナウイルス感染症により、計画どおり取り組むことができなかったこともあったと

思いますが、計画した施策の中で、令和４年度教育委員会の特別重点施策でもある次の内容に

ついて、これまでの取り組み内容と点検評価について伺いたいと思います。 
 １つ目は、子どもの生きる力につながるＩＣＴ教育の推進、これは全国的に進めていること

だと思います。２つ目としまして、ふるさと教育の推進、３つ目が地域と密着したコミュニ

ティ・スクール、学校運営協議会事業の推進、４つ目としてあいさつ日本一の町への取り組み。

これにつきまして町の考え方を伺いたいと思います。 
○議長（望月光彦君） 

 望月憲之議員の質問が終わりました。 
 教育長の答弁を求めます。 
 入月一巳教育長。 

○教育長（入月一巳君） 
 望月憲之議員の質問に、お答えいたします。 
 地方教育行政の組織及び運営に関する法律におきまして、教育委員会は毎年、その権限に属

する事務の管理および執行について点検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、こ

れを議会に提出するとともに公表することとございます。南部町教育委員会では、教育に関す

る事務の点検及び評価報告書として、議会への報告と同時にホームページでの公表をしており

ます。また、その一方で、年度毎の教育委員会方針をより確かなものとし、施策の焦点化を図

るために、特別重点施策を設定しております。そして、この特別重点施策については、目標の

達成度を高めるために、毎月開催する定例の教育委員会で、実施内容の確認、評価、そして検

討を行っております。 
 以下、望月憲之議員から質問がありました、令和４年度教育委員会の７つの特別重点施策の

うちの４つの項目について、これまでの取り組みの内容と点検・評価についてお答えをいたし

ます。 
 まず１点目の、子どもの生きる力づくりにつながるＩＣＴ教育の推進についてですが、文部

科学省が打ち出したＧＩＧＡスクール構想が、新型コロナウイルスの流行により予定より早く、
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各学校の情報通信ネットワーク整備と児童・生徒向け１人１台端末の整備が行われました。そ

して、令和３年度にはアカウント管理が容易にできるユーザー管理システムを導入、令和４年

度には授業支援システムを導入しました。これらのことにより、教職員の端末から子どもの取

り組みの様子が確認できたり、子ども同士が画面を共有できるようになり、より効果的な授業

を行うことができるようになっております。本町のＩＣＴ教育については、教育支援センター

にＩＣＴ担当の指導員が配置されていること、また、指導員のもとに、各学校の情報主任が定

期的に研修会を開催し、問題点や改善すべき点などを協議し、その結果を各学校に還元してい

ることから、ＩＣＴの活用頻度については、全国学力学習状況調査でも全国平均を大きく上回

る結果となっています。昨年度末の教育委員による評価では、概ね順調に達成しているという

評価でした。 
 今後は、ＩＣＴを活用した授業支援として、デジタル教科書やドリルソフト等、また、さま

ざまなツールが導入されてくると思いますが、これらをいかに効果的に利活用していくかが大

きな課題だと思っております。 
 続いて、２点目のふるさと教育の推進についてですが、南部町教育振興基本計画では、基本

理念を「広い視野を持ち、ふるさと南部を支える人づくり」とし、具体的施策の中でもふるさ

と教育の推進について述べています。 
 南部町のふるさと教育は、教育支援センターの特色ある南部町教育の事業として行っており

ます。義務教育９年間を通しまして、体系化した南部町版ふるさと教育の冊子があり、それに

基づきまして、各校とも年間の教育課程に位置づけて、実施・点検評価、そして改善を行って

いるところです。なお、この冊子の中には、「卒業証書をつくろう」という学習がありますが、

この学習に長年携わってくださった手透き和紙の職人、宮本重男さんという方がいらっしゃい

ますけれども、実は１０月６日に行われる福祉健康まつりで、特別感謝状が贈られることに

なっています。昨年度末の教育委員による評価は、「おおむね順調に達成している」でございま

した。今後は、学校教育のカリキュラムと社会教育のプログラムをいかに開発していくかが課

題だと思っています。 
 ３点目の、地域と密着したコミュニティ・スクール、いわゆる学校運営協議会のことで、こ

の事業の推進ですが、学校運営協議会は、「地域と共にある学校」を目指し、平成２８年度に南

部中学校、そして令和２年度に町内のほかの３小学校に設置されました。令和５年３月現在、

山梨県の公立小中学校の学校運営協議会設置率は３１．９％、峡南教育事務所管内では２６校

中の５校のみの設置ということで、南部町教育の特色ある事業の１つとなっております。この

協議会を通して、地域の声を教育活動に反映できたり、学校支援ボランティアの方が活躍して

くださったり、学校と地域との相互理解を図る上で、協議会は大変効果的な機能を果たしてお

ります。 
 令和３年度の評価・改善の結果から、新たに各学校間の取組内容や運営方法などについて情

報交換を行う、学校運営協議会の町としての全体会を設けたところです。このことにより、各

校の運営協議会は、今一層、充実度を増しています。昨年度末の教育委員による評価は、やは

りおおむね満足している、達成しているという評価でした。今後は、学校教育にメリットがあ

るばかりでなく、社会教育の充実にも貢献する、いわゆる学社融合の考えをいかに学校と地域

社会でつくり上げていくか、このことが課題だと思っております。 
 ４点目の、あいさつ日本一の町への取り組みについてですが、先ほどの３点目のところで述
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べましたように、学校運営協議会、この令和３年度の各学校の議事録から、南部町内全ての学

校で共通した話題となったのが、あいさつについてでした。そこで、令和４年度、昨年ですが、

新たに特別重点施策に加えた項目です。 
 子どもたちのあいさつが、学校の中だけでなく地域にも広がる。地域の方も積極的に子ども

たちにあいさつや声かけをしてくださる。そして、南部町全体にあいさつの輪が広がっていく。

こうなれば、さらに明るく住みよい「一流の田舎町」に近づけるだろうな、こんな思いを特別

重点施策に込めています。毎月やっております学校管理職会議、町内の校長と教頭の会です。

この会で施策の浸透を図っております。町内の各種会合で施策の啓蒙をしてきました。 
 青少年育成南部町民会議では、のぼり旗や大型懸垂幕、あいさつ標語の募集などによる施策

の意識づけ、先日新聞にも掲載されましたが、チャレンジデーでのあいさつを含む、特別賞受

賞など、これまでさまざまな取り組みを行ってきました。令和４年度末の教育委員会による評

価は、「おおむね順調に達成している」でございました。あいさつ運動の定着には、時間をかけ

た地道な取り組み、実践が必要だと考えております。より高みを目指して、今後も粘り強く取

り組んでいきたいと思います。 
 以上、望月憲之議員の質問のお答えといたします。 

○議長（望月光彦君） 
 教育長の答弁が終わりました。 
 再質問はありませんか。 
 望月憲之君。 

○２番議員（望月憲之君） 
 再質問させていただきます。 
 南部町の学校教育の取り組みの中で、ふるさと教育、あるいは学校運営協議会については、

学校、教育委員会、教育支援センター、地域が連携して、南部教育が推進されているというこ

とがよく理解できました。 
 特に地域と密着したコミュニティ・スクール事業では、南部町民が持つ人の温かさが特色あ

る南部教育の形になっているのではないかなと思っております。 
 さて、再質問ですが、ＩＣＴ教育はメリットがある反面、導入・運営をする上で教職員に負

担がかかるのではないでしょうか。南部町ではＩＣＴ教育の推進について、教育支援センター

のＩＣＴ担当者と学校の情報主任が定期的に研修会を開催し、その中で協議されたことが各学

校で情報共有されているということであります。 
 文科省の調査では、指導する教職員のＩＴリテラシー、つまり理解する能力、操作する能力

に格差があり、そのことによって児童生徒にＩＣＴ活用の差が生じているとしております。 
 ＩＣＴ教育を導入すれば、これまで先生の話を聞くだけだった受け身の学習から、子どもた

ち自身がネット等を通じて発見し、アイデアを出し、表現していくといった主体性のある学び

が可能になります。しかしながら、その効果はＩＣＴ教育に合った環境、あるいは指導する教

職員のＩＴリテラシーがあってこそ得られるものではないでしょうか。ＩＣＴ機器を導入した

としても、現場の知識やスキル、体制が整っていなければ逆効果になってしまいます。 
 一方で、教職員の働き方改革を推進していかなければならない中で、南部町においてはＩＣ

Ｔ教育における教職員の負担増とＩＴリテラシーの格差について、どう対応しているのか伺い

たいと思います。 



 ３１

 また、あいさつ日本一の町への取り組みですが、回答にあるように、すぐに達成できるもの

ではなく地道な実践が大切だと思います。学校への登下校時に、集団では大きな声であいさつ

できる子どもたちも、帰りに１人になるとなかなか声を出すことが難しくなるようです。 
 回答にありましたように、地域の皆さんに学校として取り組んでいることの周知を図ってい

くことが大切であると思いますが、人口減少が進む南部町において、子どもたちと触れ合う機

会が少なくなっております。地域を巻き込んだ事例として、朝８時ごろ家の前に立って、子ど

もたちが登校する時に、おはようと声を掛ける、あるいは下校時間の３時ごろに合わせて声を

掛けてもらうなどの８３運動、こういったことの取り組みも効果があるのではないでしょうか。 
 あいさつ日本一の町を目指す中で、地域や教育委員会の取り組みが目に見えやすいのですが、

子どもたちのあいさつへの取り組みや達成状況について、どのように検証し翌年度への取り組

みに生かしていくのか伺います。 
○議長（望月光彦君） 

 望月憲之議員の質問が終わりました。 
 教育長の答弁を求めます。 
 入月一巳教育長。 

○教育長（入月一巳君） 
 再質問、ありがとうございました。 
 再質問は２つありましたが、最初に質問のＩＣＴ教育についてですが、先ほども言いました

けども、本町のＩＣＴ教育については、教育支援センターにＩＣＴ指導員を配置し、各学校の

情報教育主任と常日ごろから幅広い分野においてＩＣＴに関わる情報交換会や研修会を開き、

授業改善のための取り組みを行っております。 
 教職員の負担軽減とリテラシー格差是正のためにはこんなことをしています。９年間を見通

した南部町版の端末操作リテラシー系統表を作成し、それを基に南部町全体で足並みを揃えて

取り組んでおります。 
 また本年度は、インターネット上でやりとりができる町内教職員のクラスルームをつくり、

互いの実践のやりとりや学び合いができる、そんな環境をつくっております。 
 ＩＣＴは新しい分野の教育ですので、導入初期は分らないことも多く負担もありましたが、

最近では町全体の推進体制のもと、校長のリーダーシップと教職員一人ひとりの意欲的な取り

組みにより、リテラシー格差や負担感は少なくなってきております。 
 今年の全国学力学習状況調査でも、教職員向け調査に、ＩＣＴ機器の使い方を学ぶために必

要な研修の機会がありますか。また、ＩＣＴ機器の活用に関して十分に必要なサポートをあな

たは受けられていますかという質問に対し、「ある」「受けられている」という回答が本町では

１００％でした。これも全国平均を大きく上回る数字です。 
 議員のご指摘のように、ＩＣＴを有効に活用し、学習者が主体となる個別最適な学びと共同

的な学びを目指し、教育委員会の特別重点施策の１つでもあります子どもの生きる力づくり実

現のために、これからも教職員の負担感やリテラシー格差をその都度確認をしながら継続的に

見守り、評価改善を続けてまいりたいと思います。 
 次に、２つ目の再質問、あいさつについてですけれども、あいさつ日本一の町を目指す中で、

地域や教育委員会の取り組みは目に見えやすいが、子どもたちのあいさつへの取り組みや達成

状況について、どのように検証し、翌年度への取り組みに生かしていくのかという質問でした。 
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 教育委員会がその年の施策を点検評価していると同じように、各学校でもその年度の目標に

ついて学校評価を行い、内容を点検検証しながら翌年度につなげています。 
 町内４校のあいさつについての昨年度の学校評価は、４は「良い」、３は「大体良い」、２は

「あまり良いとは言えない」、１は「良くない」の４段階評価で、４校の平均は３．６でした。

各学校とも評価結果を分析考察し、本年度の活動に生かしているところです。 
 あいさつ運動やあいさつジャンケン、あいさつビンゴ、委員会活動を通した実践など、各校

とも工夫した取り組みを行っています。教育委員会としてもあいさつの取り組みを見守りなが

ら、学校発あいさつ号の発信を目指し、いろいろな場で奨励・称賛し、あいさつ運動を推進し

ていきたいと思います。 
 なお、望月憲之議員の話の中に地域を巻き込んだ良い事例の紹介をしていただきました。現

在、小学生の下校時刻に合わせて地域の方に見守りのお願いをしているところですが、あいさ

つの輪をより広げるために、今後の取り組みの参考にさせていただきたいと思います。ありが

とうございました。 
 以上、望月憲之議員の再質問の答えとさせていただきます。 

○議長（望月光彦君） 
 教育長の答弁が終わりました。 
 再質問はありませんか。 

○２番議員（望月憲之君） 
 ありません。 

○議長（望月光彦君） 
 以上で、１番目の質問を終了いたします。 
 次に２番目の質問を求めます。 
 ２番、望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 ２つ目の質問ですが、少人数教育の推進と県事業の活用について伺います。 
 南部町では、少人数教育については、山梨県の中でいち早く２５人学級を導入し、子どもた

ちにとってきめ細かい指導と支援が行われています。山梨県においては、一人ひとりの児童生

徒に対応したきめ細やかな指導の充実を図るため、令和３年度から小学校１年生、令和５年度

から小学校３年生まで２５人学級を導入してきました。 
 教員１人が受け持つ人数を少なくすることで、一人ひとりの子どもに向き合った質の高い教

育を提供するための取り組みとして、今後はさらに拡充していくと思っております。 
 そんな中で山梨県は、２５人学級導入の影響が及ばない自治体が、より先進的で特色ある教

育を支援する令和の山梨教育活動モデル推進事業費補助金を準備しました。本事業により、子

どもの可能性を最大限に開花させ、地域の魅力向上に資することを目的としています。 
 南部町としましても、積極的に活用すべき事業だと思いますが、本事業をどのように活用し、

子どもたちの教育支援につなげるのか伺います。 
○議長（望月光彦君） 

 望月憲之議員の質問が終わりました。 
 学校教育課長の答弁を求めます。 
 若林学校教育課長。 
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○学校教育課長（若林将基君） 
 望月憲之議員の質問について、お答えをさせていただきます。 
 まず、小学校の学級編成の基準について、ご説明をさせていただきます。 
 国の基準においては、令和３年４月に施行された関係法令によりまして、令和５年度におい

て４年生までが３５人学級となり、令和７年度までに段階的に６年生までの１クラスの人数を

３５人にするとされております。また、山梨県では、以前から少人数学級に取り組み、国を上

回る基準で行っておりまして、令和３年度には小学１年生の２５人学級を実施し、現在では

３年生まで２５人学級としております。 
 少人数教育のメリットにつきましては、県の少人数教育推進検討委員会の報告書によれば、

２５人学級では、教員が児童とコミュニケーションの充実を図ることができ、児童が教員や友

だちに自身のことを伝えやすい環境が作られることや、個々の児童の学習やつまづき、ノート

記述に対する状況把握や指導・助言に時間をかけることが可能となり、きめ細かい指導ができ

ることなどが挙げられております。 
 本町におけるクラス編成を見ますと、市町村合併以降、栄小学校、旧富河小学校、旧万沢小

学校では、１学年に復数学級を編成したことはなく、睦合小学校においても、平成２８年度以

降は編成されていません。そのような状況下においては、少人数教育が行われ、きめ細かい指

導がなされてきたということができます。 
 一方、極端に学級の児童数が少ない場合には、教育上のデメリットも増えると言われており

ます。栄小学校においては、本年度から複式学級が発生しておりますが、複式学級は教員が複

数の学年を受け持つことになりまして、教員の指導技術が要求され、また負担も大きいことな

どから、町では町単独で教員を採用し、複式学級を解消しているということでございます。 
 今年７月に県で制度化された、令和のやまなし教育活動モデル推進事業は、県で推進してい

る２５人学級の導入の影響が及ばない市町村が、特色ある教育活動事業を行う場合に補助する

事業となります。事業メニューといたしましては、１つ目として、ＩＣＴを活用し、自立学習

の育成を推進するイエナプラン的教育、２つ目として外国語教育、３つ目として地域の課題の

解決能力の育成を目的とした探求型教育、そして最後に４つ目として地域の特色を生かした交

流を行うことで自己肯定感の育成をする山村留学、の４つの類型が用意されております。 
 当初から２５人学級の恩恵が受けられない本町においては、児童数が少ないがゆえに、先ほ

ど申し上げたような複式学級解消のための教員の人件費等について、今までも財政支援を求め

てきたところでございますが、支援の内容は違いますが、今回、実現した形になります。 
 それらを踏まえて事業の取り組みですが、先ほど提示した事業メニューにつきましては、本

町においては、今までも財政支援を受けずに実施してきました。例示をいたしますと、教育支

援センターへのＩＣＴ指導員の配置、外国語指導助手ＡＬＴの採用、ふるさとカルタ作成や中

学生のふるさと探訪の実施、そして青森南部児童交流会の開催などでございます。 
 しかしながら、当該事業補助金につきましては、これらの事業を複合的に実施することがで

きないこともあり、今年度については、外国語教育推進事業に充当すべく、県に申請をいたし

ているところでございます。 
 小学校における外国語は、５・６年生は教科として、３・４年生は外国語活動として教育課

程に位置づけられており、外国語指導助手ＡＬＴは、英語専科教員とともに、町内の３小学校

を巡回して指導をしております。 
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 また、特色ある南部町教育として、教育支援センターでは、英語専科教員とＡＬＴを講師に、

１・２年生を対象に「英語で遊ぼう」という事業を実施しております。補助事業の事業実施期

間は、１０月から２月まででありまして、当該期間のＡＬＴ派遣委託料に対し補助率３分の

２相当の１５１万７千円を今回の補正予算で歳入予算計上をいたしまして、財源の組み換えを

行うものでございます。 
 本事業につきましては、２カ年実施される予定であるため、来年度に向けてなお一層推進で

きるよう検討していきます。 
 以上、望月憲之議員の質問のお答えといたします。 

○議長（望月光彦君） 
 学校教育課長の答弁が終わりました。 
 再質問はありませんか。 
 望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 少子化が進む南部町におきましては、学校が統合しても２５人にならない場合が出てくると、

こういったことが現実であります。一つの小学校についても検討する時期がだんだん近づいて

いるのかなと思います。 
 こうした中で、南部町としては複式学級の解消、ＩＣＴ支援員の配置、ＡＬＴの採用など、

少子化への対応としてさまざまな取り組みを行うなど努力している状況が伺えます。 
 今回の県の事業では、外国語教育推進事業に充当する申請をしているとのことでありますが、

本事業を２年間実施する間に、小学校だけではなく、保育所、幼稚園、あるいは小学校、中学

校の連携した英語教育等につなげるための準備と授業展開を図ることで、南部町において一貫

した英語教育推進につながるのではないかと思いますが、町の考えを伺います。 
○議長（望月光彦君） 

 望月憲之議員の質問が終わりました。 
 学校教育課長の答弁を求めます。 
 若林学校教育課長。 

○学校教育課長（若林将基君） 
 再質問についてお答えをさせていただきます。 
 小学校における英語教育は、先ほど説明をさせていただいたとおりですが、中学校におきま

しては各学年で週４回、年間で１４０時間、英語科の教員と南部中学校専属のＡＬＴが授業を

行っているところでございます。 
 小学校、中学校とも学年ごと決められた年間の指導計画、いわゆる教育課程に基づき、授業

が行われております。 
 一方、令和５年度、６年度が事業期間となっている今回の、令和の山梨教育活動モデル推進

事業につきましては、小学校で行う事業に限られたものではなく、例えば未就学児を対象とし

た事業展開も補助対象になるということを、県の教育委員会に確認が取れているところでござ

います。 
 つきましては、当該事業の推進事業を実施する中で、現在行われている小学校の英語教育を

踏まえながら、望月議員が言われるように、保育所等から小学校へスムーズに移行できるよう

な連携のあり方と授業内容を、子育て支援課等の関係課と、今後検討していきたいと考えてお
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ります。 
 以上、望月憲之議員の再質問のお答えとさせていただきます。 

○議長（望月光彦君） 
 学校教育課長の答弁が終わりました。 
 質問はありますか。 

○２番議員（望月憲之君） 
 ぜひ積極的に進めていただきたいなと思います。 

○議長（望月光彦君） 
 よろしいですか。 
 以上で、２番目の質問を終了いたします。 
 次に３番目の質問を求めます。 
 ２番、望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 それでは、３つ目の質問ですが、特色ある幼児教育の推進について伺います。 
 第２次南部町総合計画の中で、幼児期は子どもたちにとって大切な時期であり、健やかな心

身の成長を支えるため、幼児教育の充実を図るとしております。 
 また、南部町教育振興基本計画では、義務教育の９カ年を見通した教育を展開するために、

保育所、幼稚園、小学校と、円滑な接続ができるように、また各ステージの接続を重視した情

報交換や指導方の交流を通して、子どもたちの学びと成長を一貫して支援するとしております。 
 そこで、南部町における具体的な幼児教育の取り組みについて伺います。 
 また、南部町の特色ある幼児教育の１つとして、幼児期から英語活動の楽しさを喚起するよ

うな取り組みを導入することで、英語に早く慣れることができ、グローバル化の時代にふさわ

しい人材の育成や、小学校英語の教科化への対応ができるのではないでしょうか。 
 ＧＩＧＡスクール構想により、タブレット端末の利用が進む中で、実施された全国学力テス

トでも英語は低い正答率であり、特に話すことが１２％と低い結果になっていて、実践的な英

語を身につけさせるための有効な指導法を検討する必要があります。 
 社会の国際化が急速に進んでおり、世界で活躍する若い人材を育てることは大切であり、文

法上の小さなミスより、楽しく外国の人たちとやりとりできる力を伸ばすことが大事ではない

でしょうか。 
 厚生労働省管轄の保育所では取り組みに難しいところもあるでしょうが、休みの時間に英語

に慣れるような取り組みやタブレットを利用した取り組みが必要ではないでしょうか。 
 小さな町だからこそできる英語の幼児教育導入について伺います。 

○議長（望月光彦君） 
 望月憲之議員の質問が終わりました。 
 学校教育課長の答弁を求めます。 
 若林学校教育課長。 

○学校教育課長（若林将基君） 
 望月憲之議員の質問にお答えをいたします。 
 はじめに、今回の一般質問につきましては、町長に対する通告ではございますが、小学校の

英語教育との関連性が高いことから、学校教育課で回答させていただきますので、ご了承いた
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だきたいと思います。 
 まず、小学校における英語教育の状況について説明いたします。小学校においては、平成

１４年度に総合的な学習の時間が創設され、この中で町内の小学校においても英語活動を行っ

てきました。平成２３年度からは高学年で外国語活動が必修化され、令和２年度からは中学年

での外国語活動と、高学年での教科、英語科としての外国語が実施をされているところでござ

います。本町では、現在、英語専科の教員とＡＬＴが、先ほど申し上げたように町内３小学校

を兼務し、中学年である３・４年生には週１回、高学年である５・６年生には週２回の授業を

行っています。また、このほかに教育支援センターでは、１・２年生を対象に、英語で遊ぼう

という事業を学期に一度開催をし、英語に親しむ機会をつくり、中学年へのスムーズな移行を

図る教育を推進しているところでございます。 
 次に、幼児の英語教育の現状についてですが、子育て支援課に確認したところ、町立保育所

においては、ＢＧＭとして英語音楽を流す程度で、積極的な取り組みは行っていないというこ

とでございます。町立保育所以外の近隣の保育所や幼稚園では、外国人講師を招き、英語活動

を実施しているところもあると伺っています。 
 今後の本町の取り組みについてですが、令和２年度から実施された小学校での英語教育の充

実を図るため、必要な保・幼・小の連携を推進していきます。小学校と保育所・幼稚園の管轄

が違うため、学校教育課と子育て支援課が情報共有を図り、発達段階に応じた必要な幼児の英

語教育を検討していきたいと思います。具体的には、先ほどお話をさせていただいたような、

現在１・２年生で行っている英語であそぼうの事業のように、歌や遊びを楽しみながら、英語

に慣れ親しむという体験を幼児時期に行うことは、小学校からの外国語活動や英語教育へのス

ムーズな移行につながるとの観点から、外国語指導助手のＡＬＴや外国語指導員を講師として

保育所等に派遣することなどを検討していきたいと思います。 
 なお、タブレットにつきましては、小中学生についてはＧＩＧＡスクール構想により１人

１台端末が整備され、現在、英語教育においても活用されているところでございますが、幼児

教育においては、タブレットやアプリケーションを利用した教育を行うことついては、目的や

効果、それに対する費用を、今後検討する必要があるため、現在のところ考えておりませんが、

今後の検討課題とさせていただきたいと思います。 
 以上、望月憲之議員の質問のお答えといたします。 

○議長（望月光彦君） 
 学校教育課長の答弁が終わりました。 
 再質問はありませんか。 
 望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 英語を学ぶ上では、できるだけ早い時期に、慣れることから始めることが大切であり、日本

人の誰もが日本語を話せるように、幼児期から英語に慣れることで英語を身近に感じ、聞き、

話すことができるようになると思います。ぜひ英語で遊ぼうなども進めていただきたいと思い

ます。 
 それから保育士の負担増にならないように、子どもが楽しめるような内容を検討し、南部町

ならではの英語に触れ合う機会をつくって、保護者に特色ある教育を提案していただきたいと

思います。 
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 また、予算面では、今度、万沢小学校を活用する予定の企業などと連携した取り組みもいい

のではないかなと思います。 
 実際に、山梨市のほうでは、公立保育園英語幼児教育事業というものを実践しております。

こういったところの情報もしっかり取りながら進めていただきたいなと思います。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 一般質問の質問と回答の時間を含めて４０分ということでございまして、今ちょうど４０分

のブザーが鳴りました。 
 本来ですと、ここで答弁があるわけでございますが、こういうルール決めがありますので、

今回答弁はなしという形にさせていただきたいと思います。ルールに従いますのでよろしくお

願いをいたします。 
 望月憲之議員、どうもご苦労さまでした。 
 次に、１０番、仲亀佳定議員の質問を許します。 
 １０番、仲亀佳定議員。 

○１０番議員（仲亀佳定君） 
 それでは、一般質問をさせていただきます。 
 シルバー人材センターの現状と支援強化につきまして、お伺いいたします。 
 シルバー人材センターは、就業を希望する高齢者を会員とし、地域社会に密着した仕事を提

供しています。シルバー人材センターで働く会員の皆さまは、自分の住でいる地域の役に立つ

仕事をすることで、地域社会に貢献し、まさに生涯現役で頑張っておられます。 
 私も、空き家の家主さんからの室内外清掃の相談に、シルバー人材センターを紹介していま

すが、格安で丁寧な仕事がしてもらえて大変ありがたいとの評判です。これからも利用させて

もらおうと思っております。 
会員の皆さまは大変お元気で、楽しみながら仕事をされているご様子です。しかし、南部町

内での仕事が少ないため、他町で就業していることが多いとお聞きいたしました。シルバー人

材センターが会員の就業先を確保し、安定した運営を続けていくためには、公共関係の受注拡

大が必要であると思います。 
 そこで、峡南シルバー人材センターの本町の会員数、令和４年度の公共・民間の契約件数、

契約額などの事業概要について、町が把握している内容をお知らせいただくとともに、地域で

の就業機会の確保には町の積極的支援が必要だと考えますが、支援強化に対する町の考え方を

お伺いいたします。 
○議長（望月光彦君） 

 仲亀佳定議員の質問が終わりました。 
 福祉保健課長の答弁を求めます。 
 近藤福祉保健課長。 

○福祉保健課長（近藤利也君） 
 それでは、仲亀佳定議員のご質問にお答えをさせていただきます。 
 議員ご質問の、峡南広域シルバー人材センターにつきましては、峡南５町で構成され、鰍沢

公共職業安定所や関係方面のご指導、ご協力をいただきながら、高年齢者に就業機会の確保・

提供を行い、地域社会の福祉の増進と活性化に寄与することを目的に、高齢社会を担う拠点施
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設として、請負・委任契約の受託事業とともに労働者派遣事業や職業紹介事業にも取り組んで

おります。併せて公益社団法人として、高年齢者の就労環境の向上を目指し、公益性の高い事

業展開を推進し、地域のニーズや会員の希望職種を詳しく把握しながら、多くの会員に就業機

会を提供するよう努めております。 
 一方で、シルバー事業の基本理念である自主・自立・共働・共助のもと、役員および会員が

一丸となって、地域でのボランティア活動の展開を通じ、高齢者の能力を生かした活力ある峡

南の地域づくりに貢献しようと努めているところでもあります。 
 議員ご質問の南部町の会員数および公共・民間の契約件数、契約額についてですが、ともに

令和４年度末で、会員数につきましては、男性２８名、女性２０名、合わせて４８名の皆さま

に会員登録をいただいております。公共・民間の契約件数および契約額につきましては、公共

事業で契約件数が８件、就業延人員が４２８人日、契約額が１９２万２，７６９円で、民間事

業につきましては、契約件数が一般企業と個人家庭を合わせて１０７件、就業延人員が３０９人

日、契約額は、３０１万６，１６３円となっております。 
 町の支援強化に対する考えでありますが、町からの事業発注の拡大につきましては、これま

でも、関係団体や峡南広域シルバー人材センターからも要望がありますので、町といたしまし

ても常に峡南広域シルバー人材センターの現状把握に努め、町有地や公共施設の草刈り、草取

り、清掃業務など、臨時的かつ短期的または軽易な業務につきましては、これまで同様に当セ

ンターへ委託発注してまいりたいと考えております。 
 町内にあります業種を同じくする事業者との兼ね合いもございますので、すぐには公共事業

発注の拡大に繋げることは難しいと考えますが、企画課、産業振興課、建設課など、役場内の

他の課との連携により、さらなる公共事業発注の拡大に努めてまいりたいと考えております。 
○議長（望月光彦君） 

 福祉保健課長の答弁が終わりました。 
 再質問の通告はありませんでしたが、何か発言はありますか。 
 １０番、仲亀議員。 

○１０番議員（仲亀佳定君） 
 再質問ではありませんが、もしお分かりでしたら、他町の契約件数、ならびに契約額を教え

ていただければと思っておりますが、よろしくお願いします。 
○議長（望月光彦君） 

 福祉保健課長。 
○福祉保健課長（近藤利也君） 

 少し時間をください。 
○議長（望月光彦君） 

 事前に通達していただけると助かります。 
 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（近藤利也君） 
 それでは今、ご質問がありましたけれども、分かる範囲内でということで、他町の様子をお

答えをさせていただきます。５町で峡南広域シルバー人材センターがありますけれども、昨年

度、令和４年度の発注額、市川三郷町が、これは公共事業のみですけれども、１，６０２万６，

７３６円、富士川町２，２５９万７，６７９円、早川町が２０７万２，１２４円、身延町が４，
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１６３万８，１００円、南部町が１９２万２，７６９円というような内訳になっております。 
○議長（望月光彦君） 

 よろしいですか。 
○１０番議員（仲亀佳定君） 

 ありがとうございました。町長のこれからの支援強化について、手腕を期待していますので、

よろしくお願いします。 
○議長（望月光彦君） 

 町長。 
○町長（佐野和広君） 

 確かに５町の中では、南部は非常に少ないですね。シルバー人材センターに各５町がそれぞ

れ出資金を出していて、私も時々その会議にまいります。やはり極端に、早川町もですが南部

は少ないです。身延町が大きな金額がありました。それは、大きな事業があったときには、そ

こに投入するという形でやっているということです。 
例えば南部町で一番手短で言えば火まつりがありますが、あのやり方も、職員だけがやるの

ではなくて、例えばシルバー人材センターにできることはお願いするという、そういう方式に

持っていこうかなと思っています。 
 今のことを頭に入れておきますから、機会があれば発注するというつもりでおります。 

○議長（望月光彦君） 
 以上で、仲亀佳定議員の一般質問を終了いたします。 

○議長（望月光彦君） 
 次に、３番、望月小五郎議員の質問を許します。 
 望月小五郎議員の質問は２問あります。 
 まず、１番目の質問を求めます。 
 ３番、望月小五郎議員。 

○３番議員（望月小五郎君） 
 私からは、職員の意識高揚、組織の活性化および発展につながる職員評価の取り組みについ

てお伺いいたします。 
 頑張った職員を評価し、モチベーションの向上につなげ、いきいきとした職場環境を整えて

いくことは、職員にとっても町民の皆さまにとっても大切なことだと思っています。 
 人事に関しては、民間企業に比べ公務員の場合はその自由度が少なく、より慎重な対応が求

められていると認識していますが、町の組織としてその能力を最大限発揮していくためには、

自由度に幅を持たせていくことも重要だと考えています。 
 組織を挙げて職員一人ひとりを大切にするマネージメントを実践し、職員自らのやる気を引

き出していくことが大切だと思っています。 
 町長は、職員が持っている能力を遺憾なく発揮するための適材適所への配置、頑張った職員

の評価についてどのように考えているのか、お伺いいたします。 
○議長（望月光彦君） 

 望月小五郎議員の質問が終わりました。 
 総務課長の答弁を求めます。 
 渡辺総務課長。 
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○総務課長（渡辺雄治君） 
 それでは、望月小五郎議員のご質問にお答えいたします。 
 本町の職員評価の取り組みといたしましては、平成２８年度より人事評価制度を実施してお

ります。実施するにあたりましては、はじめに、全職員を対象に意識調査を実施いたしました。

その後、検討委員会を開催し、全庁的な広がりと合意形成の下で、南部町の将来を培うにふさ

わしい職員を育成するため、南部町独自の人事評価制度を策定いたしました。 
 この人事評価制度は、能力評価と業績評価の両面から評価することで、職員が自己の能力レ

ベルを知り、能力開発に役立てること、適材適所の人事配置により組織として最大の効果を得

るとともに、職員の意欲増進を図ること、さらに人事評価制度を組織の人材育成と密接に関連

させ、評価結果を効果的に人材活用に反映させることを目的としております。 
 能力評価は、主に職員の日々の職務行動や保有能力、知識・技術を評価するもので、潜在的

な能力を評価するものだけではなく、その職に期待し求められる能力に対し、職務上とられた

実際の行動をもとに評価をいたします。 
 業績評価は、あらかじめ設定した目標に対する結果やプロセスを評価するものです。具体的

には、年度の当初に町長から事業の方針・目標の提示を受けた後、職員がそれぞれの役割に基

づいた目標を設定し、課内で目標の妥当性について協議した上で決定し、年度末において当該

年度の評価を確認しております。 
 また、本町の人事評価制度は、評価対象者に応じて「能力評価」と「業績評価」の組み合わ

せのウエイトを変えております。若手職員や中堅職員は、これから組織に貢献することを考慮

して、伸ばしていくべき能力に着目し、能力評価に重点をおいた評価となっております。 
 一方、管理者層については、これまでに培われてきました能力を発揮して、それぞれの職務

を適切に執行し、業績を上げることで組織に貢献しているかどうかが着目されます。このため、

管理者層においては業績評価をより重視した人事評価を実施しております。そのため管理職に

おいては、毎年、期首と期末の年２回、町長との人事評価面談を行っております。 
 このほか今年度につきましては、先ほど、町長の行政報告でもありましたが、町長４期目就

任後の６月から７月にかけて、新採用職員を含めた全職員との町長面談を行いました。面談終

了後の若手職員と話をいたしますと、人事を含む仕事に対する要望から私生活のことまで、さ

まざまなことを聞いていただいたと話しておりました。 
 このように毎年ではありませんが、就任時などの節目の年に町長と若手や中堅職員との面談

機会を設けておりますので、普段、あまり話す機会の少ない若手職員の適材適所への配置、人

事評価制度に基づいた評価等、町長も理解した上で適切に行われておると思います。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 総務課長の答弁が終わりました。 
 再質問はありませんか。 
 望月小五郎議員。 

○３番議員（望月小五郎君） 
 今、総務課長の答弁、非常によかったと思います。これからは、職員の能力、実績を客観的

に、そして公正に判断し、落とし込んでいくことは非常に大切なことだと思っています。 
 再質問は、評価のフィードバックについてお聞きしたいと思います。 
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 将来を担うにふさわしい職員育成およびモチベーションアップのための人事評価制度を機

能させるためには、評価する側とされる側の意思疎通が何より大切だと思っています。 
 回答の目標設定時、課内協議の詳細、年度末評価の職員へのフィードバックがどのように行

われているかお伺いいたします。 
○議長（望月光彦君） 

 望月小五郎議員の質問が終わりました。 
 総務課長の答弁を求めます。 
 総務課長。 

○総務課長（渡辺雄治君） 
 望月小五郎議員の再質問にお答えいたします。 
 人事評価制度は目標設定、期首面談、期中面談、期末面談の順に進みます。 
 目標設定は、新年の仕事始め式や４月の年度始め式の際に、町長からいただく訓示、議会や

管理職会での発言、さらに今年度は４月に町長選挙が執行されましたので、その際の施政方針

等を通じて、各課長は町長の町政方針を理解し、町全体の計画目標を把握した中で各課で協議

し、当該年度の目標を設定いたします。 
 その設定目標は、４月に行われる町長と課長による期首面談の際に確認し合い、決定いたし

ます。決定された課内目標は、課員全員の統一した目標となり、その目標に対して、課員一人

ひとりが個々の役割に基づいた目標を定めます。個々の目標に対しましては、課長が課員と

１対１の期首面談を行い、業務内容を確認しながら話し合いにより、その人の役職に応じた業

務目標を決定いたします。 
 期中面談では、期首面談で定めた目標の進捗状況等を課長と課員で確認し合い、状況変化で

目標の変更が必要な場合は修正し、問題があれば助言等をいたします。 
 期末面談は、評価を行った課長から能力評価と業績評価の評価結果、その評価を行った根拠

などを１対１で説明し、疑問点や納得できないところがあれば話し合い、確認し合意を図りま

す。課長の評価は町長、教育委員会は教育長が行います。その際には課員の評価シートを提出

し、確認を得ます。 
 期末面談は、ただ単に評価の場ではなく、評価を実施することにより、職員のあるべき姿、

期待される行動が明確になり、職員一人ひとりが目標とする町民から求められる職員像への認

識を共有し、職務行動を振り返ることができます。 
 そのことによって、自身の強みや弱みを把握し、必要な能力を整理するとともに、自律的に

仕事に対する意欲と能力を向上しようと努めることにつながることが期待できます。 
 組織としての観点からは、評価過程における指導助言により、必要な人材の育成が図られる

ことになります。 
 町ではこの人事評価制度を職員がより深く理解するため、毎年講師を招いて評価者と被評価

者に分け、それぞれ年２回の人事評価制度研修を行い、適切な評価につなげ、組織全体の能力

向上につながる制度運用を目指し実施していることを申し添え、再質問の答弁とさせていただ

きます。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 総務課長の答弁が終わりました。 
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 質問はありませんか。 
 望月小五郎議員。 

○3番議員（望月小五郎君） 
 自分も前職で管理職をやっていて、職員育成、職員のいいところを引き出して業績につなげ

ていくということが一番難しいと本当に思いました。今の課長さんの答え、非常に理にかなっ

ていて、そこを一つひとつ着実に実行して行ければ、職員も非常にやる気が出てきて、成長し

てくれるのではないかと思っています。 
 またお答えにありました、６月から７月に、町長が全職員から直接話を聞いたということで

は、職員は非常に勇気づけられたと思います。町民の皆さんからも、以前に比べて役場が明る

くなった、非常に職員の対応がよくなったと、お褒めの言葉をいただいています。 
 こういうことに関して、町長さんの何か考えがあってやっているのならお聞きしたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 
○議長（望月光彦君） 

 町長。 
○町長（佐野和広君） 

 この問題は、課長が今話をしましたように、やっぱり一連の流れです。こういうことをやっ

ているということ、皆さんにお伝えしたかったことです。町長職をやって一番重要視している

のは、１つは施策、町をこういう方向に持っていくという、それを期首面談などで全部職員に

話をするわけですね。ただ問題なのは全て職員が同じレベルではないことです。そして南部町

は行革をやってきました。人数が少ないですね。１人欠けますとそれこそ人事が大変なんです。 
 私は４月にスタートしますと、まず６月に果たしてこの人事でよかったのかという一覧表を

作ります。そして９月には第２回目をやります。そしてさらに１２月で、大体これでいいので

はないかという結論を出すのですが、やはりそうはいいましても、年が明けてもう一度見直し、

最終的には４回の人事評価をします。そこで職員がちゃんとついてきてくれればいいのですが

全てそうではありませんから、そこをいかに各課のバランスを考えながらやるか。それが一番

頭が痛いところです。 
 ただ言えることは、この間の火祭りの後片付けではありませんが、職員は本当に一生懸命や

りますから、いいところはどんどん伸ばしてあげたい。そういう気持ちで常におります。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 町長の答弁が終わりました。 
 望月小五郎議員。 

○３番議員（望月小五郎君） 
 職員の力を伸ばして、将来の町を背負って立てるような人間に育っていってもらいたいと思

います。それを要望して、第１問目の質問を終了いたします。 
○議長（望月光彦君） 

 以上で、１番目の質問を終了いたします。 
 次に、２番目の質問を求めます。 
 ３番、望月小五郎議員。 
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○３番議員（望月小五郎君） 
 ２番目の質問は、町民の皆さまの生活に直結している物価高騰に対する支援策について、町

の考えを伺いたいと思います。 
 急激な物価高騰が、家計に影響を与えています。長期にわたったコロナウイルス感染症の影

響・原油価格を起因とした物価高騰が町民の皆さまの生活に重くのしかかっています。 
 国や県からいろいろな経済支援事業が打たれていますが、町としての経済支援対策の考えが

あれば、お伺いしたいと思います。 
○議長（望月光彦君） 

 望月小五郎議員の質問が終わりました。 
 企画課長の答弁を求めます。 
 企画課長。 

○企画課長（杉山一陽君） 
 それでは、物価高騰に対する支援についてお答えいたします。 
 望月議員のご指摘のとおり、コロナウイルス感染症による世界的な経済の停滞や、ロシア、

ウクライナ情勢等によって引き起こされた物価上昇等は、町民の皆さまの生活や事業所運営に

大きな影響を及ぼしました。 
 この状況への対応として、国の交付金等を活用し、全国の自治体はさまざまな施策を実施し

てまいりました。本町においても、令和２年５月に全町民を対象に１０万円の定額給付金を給

付、それ以降、がんばろう商品券を４回実施し町内経済の活性化を図るほか、水道料の６カ月

間無料化を３回実施するなど、各家庭、事業者が自力を高めるための支援対策を実施しており

ます。さらに、子育て世帯や低所得世帯への支援も併せて実施しておりますし、本年１月には

「ほっとホット給付金」として、全町民対象に３万円を給付しております。特にこの給付金は、

他の自治体には決断し難い、町単独の財源を緊急で充当しての生活支援対策であり、町民主体

の行政を加速させたものでありました。 
 また、本年度６月補正予算においては、議員の皆さまのご承認をいただく中で、法人、個人

事業者へのエネルギー等価格高騰対策や、運送事業者への燃料価格高騰対策等の給付金事業を

実施させていただき、その申請受付については、現在も行っております。 
 このように、財源を有効活用し、本町の実情に合った対策を的確に実施しておりますので、

各家庭に置かれましても、少なからずこの局面を乗り切る準備はできているものと理解してお

ります。 
 現在、国の助成減額や円安の影響によるガソリン等の価格高騰が勢いを増しておりますが、

逆に、町民の皆さまの外的消費の差し控えや、町内、地元消費を促進するのには好機と考える

こともできますので、ぜひ、商工会を中心とする事業所の皆さまには、町内経済の活性化に向

けての活動に、今まで以上に注力していただきたいと思いますし、期待をするところでありま

す。 
 今後、さらに国による予算割り当てが実施される場合においては、庁内で十分に協議検討し、

本町の実情に対する最善の対策を速やかに実施できますよう、議員の皆さまのお力添えをお願

いしたいと思います。 
 以上、望月議員へのお答とさせていただきたいと思います。 
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○議長（望月光彦君） 
 企画課長の答弁が終わりました。 
 再質問の通告はありませんでしたが、何か発言はありますか。 
 望月小五郎議員。 

○３番議員（望月小五郎君） 
 今、課長のお答にありましたように、この苦境を地元消費の好機ととらえて、商工会を中心

に町内経済の活性化につなげていくことは、非常に大切で重要だと思っています。 
 昨年９月の一般質問の町長の回答に、いろいろな施策を検証し、場合によっては国の交付金

に頼らず、町の財政調整基金で支援も検討していきたいという回答がありました。 
 商工会の活動を後押ししていくような、町単独の支援策の検討を提案し、私の一般質問を終

わりたいと思いますが、もし町長さんに何か支援策があれば、お願いしたいと思います。 
○議長（望月光彦君） 

 佐野町長。 
○町長（佐野和広君） 

 今までいろいろやってまいりましたけれども、かといってそれが皆さんの生活に直結したか

どうか、それは疑問なところがあります。 
 そして、まだまだコロナウイルスが相当蔓延しておりますし、いろいろなところで弊害が出

てくるかもしれません。そのときに、やはり町民が非常に大変だなという思いがあれば、それ

は先ほど課長が言ったように、やはり庁内会議をして、できることは協力していきたいと思い

ます。ただしやはり先ほど言ったように、商工会等が何とかするんだという、そういう気構え

を持っていただければ、われわれも後押しをする。それがやはりお互いのためになるのではな

いかと思っています。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 以上で、望月小五郎議員の一般質問を終了いたします。 
 これで一般質問を終結いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
   日程第３３ 議員派遣の件についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 お手元に配付してあります議員派遣の件のとおり、議員を派遣することにご異議ありません

か。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、お手元に配付してあります資料のとおり、議員を派遣をすることに決定しました。 
 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 
 なお、週明け１１日、月曜日には、文教厚生常任委員会、１２日、火曜日には、総務建設常

任委員会の審査が行われます。 
 会場は、２階大会議室、開会は午前９時であります。 
 時間までに、２階大会議室にご参集くださるよう、お願い申し上げます。 
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 本日は、これにて散会いたします。 
 大変ご苦労さまでした。 
 議員は、控え室にお集まりください。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
散会  午後 ３時２３分 
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開議  午前 ９時００分 
○議長（望月光彦君） 

 皆さん、おはようございます。 
 ただいまから、令和５年南部町議会第３回定例会、２日目の会議を開きます。 
 ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しておりますので、令和５年南部町議会第３回

定例会、２日目の会議は成立いたしました。 
 それでは、ただちに本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
   日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において、２番 望月憲

之議員および３番 望月小五郎議員の両名を指名いたします。 
  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
   日程第２ ただいまから、現地視察を実施いたします。 

 順路は、お手元に配付いたしました日程表のとおりであります。 
 ただちに現地に向かいますので、準備をお願いいたします。 

《現地視察》 
  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 

 現地視察が終了いたしました。 
 以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 
 なお、次の本会議は、２２日、金曜日、午前９時３０分より、３日目の会議を開きます。 
 議員の皆さまは、午前９時までに控え室へご参集ください。 
 本日は、これにて散会いたします。 
 大変ご苦労さまでした。 
 議員の皆さまは、控え室にお集まりください。 

散会  午前１０時１５分 
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開議  午前 ９時３０分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 

 皆さん、おはようございます。 
 令和５年第３回定例会３日目にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 
 議員各位には、先週の各常任委員会での慎重な審査、また２０日の現地視察、大変ご苦労さ

までした。 
 初日にも申し上げましたが、今定例会は昨年度の事業実績、行政成果を判断していただく機

会であり、その審査、検証は膨大で大変なものであったと思われます。 
 執行部の皆さまには、評価されるものは継続を、改善すべき点の検証・見直しを図り、今後

の行政運営に努めていただきたく思います。 
 また、現地視察では、当初の想定以上に躯体の劣化していた旧万沢小学校の修繕の様子を確

認いたしましたが、おおむね順調な進捗状況でありました。住民の思い入れ深いこの小学校が、

将来に向け有効に活用されることを強く願います。 
 それでは、本日が最終日になろうかと思いますが、円滑なる議会運営に、格段のご協力をお

願い申し上げまして、定例会３日目のあいさつといたします。 
 ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しておりますので、令和５年南部町議会第３回

定例会３日目の会議は成立いたしました。 
 それでは、ただちに本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
   日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において、４番 塩津悟

議員および５番 望月郁夫議員の両名を指名いたします。 
  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
     文教常任委員会に付託いたしました、日程第２ 請願第２号に関しての、委員長からの審査

報告、報告に対する質疑・討論・採決を行います。 
 請願第１号 加配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学校での３５人学

級の実施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願について、文

教厚生常任委員会 遠藤髙芳委員長、審査報告をお願いいたします。 
 遠藤髙芳議員。 

○文教厚生常任委員長（遠藤髙芳君） 
 それでは、請願の審査結果について報告いたします。 
 今期定例会において、議長より文教厚生常任委員会に付託されました、請願第１号 加配定

数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学校での３５人学級の実施、教職員定数

改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願について、９月１１日、午後１時

４０分より、南部町役場本庁舎２階大会議室において慎重に審査いたしました結果、少子化が

進行する状況の中で、複雑化、困難化する課題を抱える学校現場において、子どもたちが一定
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水準の教育を受けられるための教育環境の整備は極めて重要なことであり、請願の趣旨に沿う

ことが妥当であると、全会一致で採択すべきものと決定いたしました。 
 なお、この結果につきましては、会議規則第９４条第１項の規定に基づき、別紙のとおり議

長に委員会報告書を提出してあります。 
 以上で、報告を終わります。 

○議長（望月光彦君） 
 以上で、請願第１号に関する委員長報告を終了いたします。 
 遠藤委員長は、その場でお待ち願います。 
 次に、委員長報告に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、質疑を終結いたします。 
 遠藤委員長、ご苦労さまでした。 
 席にお戻りください。 
 次に、討論を行います。 
 討論の報告はありませんので、討論なしと認めます。 
 以上で、討論を終結いたします。 
 次に、採決を行います。 
 日程第２ 請願第１号 加配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学校で

の３５人学級の実施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願に

ついては、委員長報告のとおり採択すべきものとすることに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２ 請願第１号については、採択することに決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 

 次に、常任委員会に付託いたしました、日程第３ 議案第６３号 南部町印鑑条例の一部を

改正する条例の制定から、日程第２６ 認定第１０号 令和４年度南部町大日向外三山恩賜林

保護財産区特別会計歳入歳出決算認定までの２４件を一括議題とし、審査報告ならびに審査報

告に対する質疑を行います。 
 最初に、総務建設常任委員会の審査報告ならびに審査報告に対する質疑を行います。 
 委員長報告を求めます。 
 総務建設常任委員会 仲亀佳定委員長、登壇願います。 

○総務建設常任委員長（仲亀佳定君） 
 それでは、総務建設常任委員会の審査報告をいたします。 
 本委員会は、令和５年９月１２日、火曜日に開会し、午前９時から午後２時２５分まで、南

部町役場本庁舎２階大会議室で審査いたしました。 
 出席者は、委員長の私、仲亀佳定、木内秀樹副委員長、遠藤光宣委員、塩津悟委員、芦澤潤

一郎委員、望月光彦議長。 
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 執行部からは、産業振興課・農業委員会、建設課、交通防災課、財政課、企画課、税務課、

総務課、議会事務局の、各課長、局長および担当職員が出席しました。 
 お手元に配付のとおり、総務建設常任委員会に付託された、議案第６７号から認定第１０号

までの１１件の議案について、所管課より説明を受け、慎重に審査を行いました結果、いずれ

も原案どおり可決および認定すべきものと決しました。 
 なお、審査の過程において次の質疑があり、所管課からそれぞれ答弁がありました。 
 質疑の内容について、別冊の総務建設常任委員会審査報告書より、抜粋して報告いたします。 
 報告書をご用意ください。 
 はじめに、産業振興課・農業委員会です。 
 ２ページ、議案第６７号 令和５年度南部町一般会計補正予算（第５号）歳入はじめの、 
 問 ツキノワグマについて、これまでどのくらいの目撃情報があって、どのような被害があっ

たか。 
 答 被害ということでは、上佐野の天子養魚場だけですが、福士地区・大和・中野・佐野・

万沢・徳間などから目撃情報が寄せられており、その都度ＦＭ告知放送による注意のお知

らせをしています。 
 次に歳出から、３ページ、２つ目の 
 問 山水徳間の里管理費、１７節備品購入費では、町産材を使用するとのことだったが、何

の木を使うのか、またＰＲして販売することも考えているのか。 
 答 杉を使用します。また、財源としては森林環境譲与税を活用したいと考えております。

道の駅とみざわの国道沿いに設置してあるものがそうです。評判が良ければ販売というこ

ともあろうかと思いますが、現段階では集客のあるところで見ていただくことを考えており

ます。 
 次に、建設課です。 
 ６ページ、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳出３つ目の 
 問 ７０ページ、１０款災害復旧費、３項応急災害復旧費、１目災害復旧事業費の、１２節

委託料と１４節工事費請負費について、内訳等の説明を。 
 答 １２節委託料の管理委託は１０件で、台風１５号により押し出された土砂の撤去作業の

委託です。測量委託は楮根川の測量です。１４節工事請負費は、陵草地内の用悪水路・林

道小倉線、町道坂本鯨線の土砂撤去です。 
 次に、事務費概要から、７ページ、下から２つ目、 
 問 ４１ページ、町営住宅管理について、各住宅の入居内訳と空き家の耐震補強については。 
 答 内船団地６戸、中村団地８戸、北坂団地９戸、越渡２戸です。耐震に関しては対策をし

ていません。北坂団地では２戸整備して入居可能となっており、安全に貸し出しができる

と思います。内船・中村・越渡団地については、退去の際には解体しております。 
 次に、交通防災課です。 
 ８ページ、認定１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳出はじめの、 
 問 ５５ページ、８款消防費、１項日常備消防費、１目非常備消防費、１節報酬について、

新聞記事にも山梨が最低で、本町の出動報酬は下位であった。待遇管理について考えを。 
 答 令和５年度３月議会において、団員報酬について条例を改正し、予算計上を行ったとこ

ろですが、今後も前向きに段階的な改定を行いたいと考えております。出動報酬について



 ５８

は、新聞ではどのような出動に対しても一律で掲載されていましたが、出動の内容による

支給基準に差があります。しかし、本町の額が平均的とは言えませんので、これにつきま

しても現在、他市町村の詳細を調査しているところであり、それを踏まえて団員の間に不

公平のない状態であるよう検討しますので、しばらく期間をいただきたいと思います。 
 続けて、 
 問 現在の消防団員の定数は。また団の見直しも必要かと思うが、考えは。 
 答 現在の消防団員定数は４２０名となっています。人口が減り、団員確保が難しいことか

ら、実数はここ数年、４００名前後で推移しています。 
現在、消防団は２２部ありますが、団員確保は非常に厳しい状況です。今後は部の統合

も必要になってくると思いますが、各区も関与してきますので具体的な時期につきまして

は未定です。消防団の維持のために、今後もさまざまな角度から検討してまいりたいと思

います。 
 次に、財政課です。 
 １０ページ、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳入の２つ

目の 
 問 ２０ページ、１７款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、１節土地建物貸

付収入について説明を。 
 答 町で所有する普通財産等を貸し付けた賃料になります。富沢地区２１カ所、南部地区

２６カ所です。ウエルシアと中野ローソンが占めるところが大きいです。 
 次に、２つ下の、 
 問 楮根の分譲地、内船の川沿いの分譲地について動きはないか。売出しても売れない場合

は単価を下げることなどはできないか。 
 答 現在は売り出しておりません。分譲地として買い手がつかない状況で、普通財産に戻し

て財政課で管理しております。単価を下げることは、周囲の土地単価への影響もあります

し、町民の税金で購入した土地ですので、評価額以下での売買はあまり芳しくないと考え

ます。 
 次に、企画課です。 
 １２ページ、議案第６７号 令和５年度南部町一般会計補正予算（第５号）、歳出初めの、 
 問 １５ページ、２款総務費、１項総務管理費、４目企画費、１４節工事請負費について詳

細説明を。 
 答 １つは国道５２号線沿い、万沢梅島入り口の時計モニュメント周辺の整備工事です。植

え込み伐根、防草シートの敷設、一部舗装や、古い看板撤去等が工事内容になります。費

用は１３５万円で、町単独工事です。 
 もう１つは、リバーサイドパークの整備工事になります。補助対象となる健康器具とと

もに、子どもの遊具を３基加え、付帯工事と合せて費用は８９４万円です。 
 次に、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳入１３ページ、

３つ目の、 
 問 ２０ページ、１７款財産収入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入、１節土地売払

代金について説明を。 
 答 土地売払代金６９８万９，８００円のうち、企画課が所管しているものが３３３万６千
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円で、万沢富士見台に最後に残った１区画が売れたものです。 
 次に、税務課です。 
 １５ページ、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳入２つ

目の、 
 問 固定資産税で、納税義務者が不明のような土地は町内にどのくらいあるのか。 
 答 土地に限ると、相続放棄または住所不定などで相続人不明等の案件が１１件ほどありま

す。相続放棄をされている方については、戸籍調査等により、第１順位から第３順位まで

承継者を追いますので、相当に時間がかかる作業となります。 
 次に、歳出、はじめの、 
 問 ３１ページ、２款総務費、２項徴税費の不用額６０１万３，８６４円の説明を。 
 答 最も多い不用額は１目税務総務費、２２節償還金、利子及び割引料で、過年度の町税過

誤納付の返還金です。納めた税額が多い場合は還付しますが、過年度の還付金については

現年分から返すことができないため、この項目に計上しています。特に法人住民税は、予

定納税により既に納めた税額と、確定申告により本来納付すべき税額に差が生じます。年

度末時点で高額の還付が発生することもありますので例年予算は多めに計上しております。 
 次に、総務課・分庁舎・万沢支所関係です。 
 １６ページ、議案第６７号 令和５年度南部町一般会計補正予算（第５号）、歳出、 
 問 １５ページ、２款総務費、１項総務管理費、５目分庁舎費、１０節需用費の修繕料３６万

５千円の説明を。 
 答 分庁舎浄化槽、水中ポンプ故障による修繕と、１階床、給茶機周辺のフロアタイル張り

替え修繕です。 
 次に、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳入、２つ目の、 
 問 ２０ページ、１７款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、２節情報通信設

備貸付収入として、光ファイバーケーブル貸付収入が２，２９３万８，２２０円あるが、

何年契約か、また契約更新時に金額を交渉することは可能か。 
 答 ＮＴＴ東日本とのＩＲＵ契約による収入となります。契約は１年契約で、特段の意思表

示がない場合は自動更新となります。 
 以上で、総務建設常任委員会の委員会審査報告を終わります。 

○議長（望月光彦君） 
 委員長報告が終わりました。 
 仲亀委員長は、その場でお待ち願います。 
 委員長報告に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、総務建設常任委員会の委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 仲亀委員長、ご苦労さまでした。 
 席にお戻りください。 
 次に、文教厚生常任委員会の審査報告ならびに審査報告に対する質疑を行います。 
 委員長報告を求めます。 
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 文教厚生常任委員会 遠藤髙芳委員長、登壇願います。 
 遠藤髙芳議員。 

○文教厚生常任副委員長（遠藤髙芳君） 
 文教厚生常任委員会、委員会審査報告を行います。 
 本委員会は、令和５年９月１１日、月曜日に開会し、午前９時から午後１時３０分まで、南

部町役場本庁舎２階大会議室で審査いたしました。 
 出席者は、委員長、私、遠藤髙芳、望月郁夫副委員長、小泉昇一委員、高橋茂広委員、望月

小五郎委員、望月憲之委員、望月光彦議長。 
 執行部からは、教育長、総務課長、住民課・医療センター、税務課、教育委員会、子育て支

援課、水道環境課、福祉保健課・デイサービスセンターの、各課長、所長および担当職員が出

席しました。 
 お手元に配付のとおり、文教厚生常任委員会に付託されました議案第６３号から認定第６号

までの１５件の議案について、所管課より説明を受け、慎重に審査を行いました結果、いずれ

も原案のとおり可決および認定すべきものと決しました。 
 なお、審査の過程において質疑があり、所管課からそれぞれ答弁がありました。 
 質疑の内容について、別冊の文教厚生常任委員会審査報告書より抜粋して報告いたします。 
 報告書を用意ください。 
 はじめに、住民課・医療センターです。 
 ３ページ下段、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳入、

最初の、 
 問 １６ページ、１５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節総務費

補助金のマイナンバーカードの交付について、現在の取得状況と取り組み、また、近隣市

町村の状況は。 
 答 取得状況等についてはシステム機構からの報告によるため、７月２３日時点になります

が、南部町の交付率は８１．４８％です。峡南地区の平均は７９．６５％、県平均は７４．

８２％です。峡南地区では、身延町に次いで高い交付率となっています。今のところ、庁

舎外に出向いての交付の受け付けは考えておりませんが、今後は保険証の切り替えも予定

されており、必要性から申請も伸びるのではないかと思います。 
 次に、４ページ中段、 
 問 １４款使用料及び手数料、２項手数料、１目総務手数料、４節戸籍住民票等手数料中、

コンビニ交付の取り扱い件数は。 
 答 住民票と印鑑証明書で合わせて２８１件ありました。 
 次に、教育委員会です。 
 ６ページ、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳出、最初

の、 
 問 ３０ページ、２款総務費、１項総務管理費、１２目公共施設等総合管理事業、２１節補

償、補填及び賠償金の説明を。 
 答 総合会館の解体に伴う温泉施設の移設のため、なんぶの湯を休業する必要がありました。

令和５年２月、３月分の休業補償金です。 
 次に事務概要書から、最下段の、 
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 問 ＧＩＧＡスクール構想について、自宅にネット環境のない子どもに対して、町の支援等

の考えは。 
 答 令和２年度からＧＩＧＡスクール構想に取り組んでおり、１人１台端末が整備され、各

学校で端末の持ち帰りを行う場合もあります。現在、ネット環境の整っていない家庭は１世

帯となりましたが、学校と教育委員会から、目的や設置方法などを丁寧に説明して環境を

整えてもらうよう働きかけていきます。 
 ＩＣＴ教育全般においては、教育支援センターのＩＣＴ指導員が町内の先生方へのサ

ポートを行い、連携して推進していきます。 
 次に、子育て支援課です。 
 ７ページ、最初の、議案第６４号 南部町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準を定める

条例の一部を改正する条例の制定について、 
 問 現在は対象となる事業者がいないとのことだったが、事業者が出てくる場合に備えての

準備はしているのか。 
 答 前もっての準備はしていません。０歳児から２歳児を対象に５人以下の少人数の保育事

業であり、認可申請があった場合、町は事業実施が可能な内容であるかを確認し、研修を

実施します。 
 次に、中段の、議案第６５号 南部町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について、 
 問 この条例が施行されることで新たに必要となること等はどのようなことか。 
 答 これまでも、どのような場合にどう対処するかという内規はありましたし、県が行う研

修にも参加していましたが、この条例により、安全計画書の作成とそれに従った措置や研

修訓練等を行うことが明文化されるものです。 
 次に、水道環境課・環境センターです。 
 ９ページ、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳出、 
 問 ４４ページ、４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費、１２節委託料について、

予算額に対して３分の１の不用額が出ているが理由は。 
 答 災害廃棄物処理計画の策定委託料の、入札差金が主になります。 
 次に、事務概要書から、はじめの、 
 問 ３２ページ、人口減少に伴う今後の水道政策について、給水量も減ると思われるが、令

和６年度から公営企業会計に移行することもあり、できれば独立した会計になることを理

想とするが、水道環境課としてこれからどのような政策を考えていくか。 
 答 一般会計からの繰り入れを行わずに採算を合わせるためには、使用料を倍以上にしなけ

ればなりません。急激な引き上げはできませんので、少しずつ料金の改定を行うとともに、

敷設から４０年を超える老朽化した水道管の取り替えなど、必要な事業の実施や維持管理

においても、効率性を高めることで支出を抑える必要があります。策定した令和３年度か

ら１２年度までの経営戦略に基づき取り組んでいきたいと思います。 
 しかし、水道料金については、庁内の協議とともに、水道委員会において検討していた

だきますが、物価の高騰による住民生活の状況から難しい議題となると思われます。 
 次に、福祉保健課・デイサービスセンター・アルファセンターです。 
 １１ページ、中段、認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、歳
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入最初の、 
 問 １６ページ、１５款国庫支出金、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金、１節社会福

祉費補助金について、令和４年度収入済み額９，７６５万３，１０５円は、令和３年度の

２，５５７万１，６００円より大幅に伸びているが、その理由は。 
 答 子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金４，５４３万９，９７９円と、前年度からの繰

越分５，０３８万１２６円が例年にはない金額で増えている要因になります。 
 次に、１２ページ、事務概要書から下段、 
 問 ２１ページ、コロナワクチン接種者が回数を重ねるごとに減っていて、５類移行後は、

感染者数の把握はできないが、最近の接種に対する動向は。 
 答 ワクチン接種については、本人の判断するところが大きく、副反応等で次の摂取を控え

る方もいます。ワクチン接種の良し悪しについては、町が介入できる部分ではなく、副反

応等のデータ、注意書きを同封して本人に判断してもらっています。接種回数が増えてい

ること、５類感染症に移行されたことにより、どうしても接種者数が下がっています。 
しかし、本町においては、接種手続きを自身で行う他市町村と違い、高齢者には日時を

指定し案内していますので、接種率は県下でも高い状況です。 
 以上で、文教厚生常任委員会の委員会審査報告を終わります。 

○議長（望月光彦君） 
 委員長報告が終わりました。 
 遠藤委員長は、その場でお待ち願います。 
 委員長報告に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、文教厚生常任委員会の委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 遠藤委員長、ご苦労さまでした。 
 席にお戻りください。 
 以上で、各常任委員会委員長の審査報告ならびに審査報告に対する質疑を終結いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 

 次に、日程第３ 議案第６３号 南部町印鑑条例の一部を改正する条例の制定についてから、

日程第６ 議案第６６号 南部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についての４件について、一括で討論いたしま

す。 
 討論の通告はありませんので、討論なしと認めます。 
 以上で、日程第３ 議案第６３号から日程第６ 議案第６６号についての討論を終結いたし

ます。 
 次に、日程第７ 議案第６７号 令和５年度南部町一般会計補正予算（第５号）から日程第

１５ 議案第７５号 令和５年度南部町大日向外三山恩賜林保護財産区特別会計補正予算

（第１号）までの、令和５年度補正予算９件について、一括で討議いたします。 
 討論の通告はありませんでしたので、討論なしと認めます。 
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 以上で、日程第７ 議案第６７号から日程第１５ 議案第７５号までの討論を終結いたしま

す。 
 次に、日程第１６ 議案第７９号 町道路線の認定について、討論いたします。 
 討論の通告はありませんので、討論なしと認めます。 
 以上で、日程第１６ 議案第７９号の討論を終結いたします。 
 次に、日程第１７ 認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定から、日程第

２６ 認定第１０号 令和４年度南部町大日向外三山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算

認定までの、令和４年度歳入歳出決算認定１０件についてを一括で討論いたします。 
 討論の通告はありませんので、討論なしと認めます。 
 以上で、日程第１７ 認定第１号から日程第２６ 認定第１０号までの討論を終結いたしま

す。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 

 次に、採決を行います。 
 採決は、１議案ごとに順次行います。 
 最初に、日程第３ 議案第６３号 南部町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について、

採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第３ 議案第６３号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第４ 議案第６４号 南部町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準を定める条

例の一部を改正する条例の制定について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第４ 議案第６４号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第５ 議案第６５号 南部町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第５ 議案第６５号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第６ 議案第６６号 南部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
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 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第６ 議案第６６号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第７ 議案第６７号 令和５年度南部町一般会計補正予算（第５号）について、

採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第７ 議案第６７号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第８ 議案第６８号 令和５年度南部町指定居宅サービス特別会計補正予算（第

２号）について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第８ 議案第６８号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第９ 議案第６９号 令和５年度南部町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第９ 議案第６９号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第１０ 議案第７０号 令和５年度南部町介護保険特別会計補正予算（第３号）

について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１０ 議案第７０号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第１１ 議案第７１号 令和５年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１１ 議案第７１号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第１２ 議案第７２号 令和５年度南部町睦合財産区特別会計補正予算（第１号）

について、採決いたします。 



 ６５

 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１２ 議案第７２号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第１３ 議案第７３号 令和５年度南部町富沢財産区特別会計補正予算（第１号）

について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１３ 議案第７３号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第１４ 議案第７４号 令和５年度南部町大城平外二山恩賜林保護財産区特別会

計補正予算（第１号）について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１４ 議案第７４号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第１５ 議案第７５号 令和５年度南部町大日向外三山恩賜林保護財産区特別会

計補正予算（第１号）について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１５ 議案第７５号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第１６ 議案第７９号 町道路線の認定について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１６ 議案第７９号については、原案のとおり決定いたしました。 
 次に、日程第１７ 認定第１号 令和４年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について、採

決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１７ 認定第１号については、原案のとおり認定されました。 
 次に、日程第１８ 認定第２号 令和４年度南部町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定
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について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１８ 認定第２号については、原案のとおり認定されました。 
 次に、日程第１９ 認定第３号 令和４年度南部町指定居宅サービス特別会計歳入歳出決算

認定について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第１９ 認定第３号については、原案のとおり認定されました。 
 次に、日程第２０ 認定第４号 令和４年度南部町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２０ 認定第４号については、原案のとおり認定されました。 
 次に、日程第２１ 認定第５号 令和４年度南部町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２０ 認定第５号については、原案のとおり認定されました。 
 次に、日程第２２ 認定第６号令和４年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２２ 認定第６号については、原案のとおり認定されました。 
 次に、日程第２３ 認定第７号 令和４年度南部町睦合財産区特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
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 よって、日程第２３ 認定第７号については、原案のとおり認定されました。 
 次に、日程第２４ 認定第８号 令和４年度南部町富沢財産区特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２４ 認定第８号については、原案のとおり認定されました。 
 次に、日程第２５ 認定第９号 令和４年度南部町大城平外二山恩賜林保護財産区特別会計

歳入歳出決算認定について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２５ 認定第９号については、原案のとおり認定されました。 
 次に、日程第２６ 認定第１０号 令和４年度南部町大日向外三山恩賜林保護財産区特別会

計歳入歳出決算認定について、採決いたします。 
 本案に対する委員長報告は、原案認定であります。 
 本案は、委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２６ 認定第１０号については、原案のとおり認定されました。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（望月光彦君） 
   次に、日程第２７ 議案第８０号 財産の無償貸付についてを議題とし、提出議案の説明・質疑・

討論・採決を行います。 
 町長から、提案理由の説明を求めます。 
 佐野和広町長。 

○町長（佐野和広君） 
 それでは追加議案について、提案理由の説明をさせていただきます。 
 議案第８０号 財産の無償貸付についてでありますが、南部町財産の交換、譲与、無償貸付

等に関する条例（平成１５年３月１日条例第６６号）第４条第１号の規定に基づき、旧万沢小

学校の校舎等を無償で一般社団法人おかえり集学校に貸し付けをするに当たり、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第６号の規定により、議会の議決を経る必要があ

りますので、追加議案として提案いたします。 
 提案理由の説明は以上でありますが、詳細につきましては担当課長から説明させますので、

ご審議いただき、ご議決を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
○議長（望月光彦君） 

 町長の提案理由の説明が終わりました。 
 次に、担当課長の補足説明を求めます。 
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 杉山企画課長。 
○企画課長（杉山一陽君） 

 （補足の説明・省略） 
○議長（望月光彦君） 

 以上で、担当課長の補足説明を終わります。 
 次に、本案に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 今、町長、それから課長から説明を受けまして、万沢小学校が有意義に使われる、地域の拠

点となるということについては大変いいことだと思います。 
 現地視察に行きまして、木のぬくもりのある大変涼しい校舎であり、賑わいの創出につなが

ればいいと思いますが、そうした中で、今回無償貸し付けということです。賑わいの創出、Ｉ

Ｔの活用こういったことに使われるということですが、どのように使われて、町民に有意義で

あるのか、５年間の中でそういったチェック、あるいは報告をどのようにしていくのか、その

ことについてお伺いしたいと思います。 
○議長（望月光彦君） 

 杉山企画課長。 
○企画課長（杉山一陽君） 

 それでは、望月議員のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 
 今回提出されました計画の中には、先ほども申し上げたとおり、ＩＴ・ＯＡ機器に長けた業

者でございますので、その機器の販売、サポートはもちろん、町民の方々には無償で相談、そ

れからお宅にまで出向いて配線等に関しても面倒を見てくれる。それから購入した機器につき

ましては、基本的には無期限で保証がされるということになっております。 
また施設内は、公共性、それから地域の交流スペースとして、全て無料Ｗｉ－Ｆｉを飛ばし

まして、来場者は無料でご利用いただける。それからイベントスペースやワークスペース、サ

テライトオフィス等も、一部共益費をいただきながら、町外県外からも導き入れる、そのよう

な賑わいの創出を目標にしておるようです。 
 それから、検証等をどういうふうにしていくかということでございますが、いろいろな事業

の計画から実施につきましては、今回、無償貸付をする相手方にお任せをするわけですが、い

ろいろな事業があるかと思いますので、企画課、それから各課でその都度検証をしながら、企

画課におきましては、年に一度年度末には必ず状況等を打ち合わせをしながら把握していくよ

うに努めていきたいと思っております。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はありますか。 
 望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 学校におけるＩＣＴ教育についても、せっかくこういう企業が来るということですから、サ

ポートもぜひお願いしたらどうかと思います。それからやっていく中で、例えば町民がこんな
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ことをしたい、こういうことでこの学校を使いたいといったときには、窓口はどちらになりま

すか。 
○議長（望月光彦君） 

 杉山企画課長。 
○企画課長（杉山一陽君） 

 それではお答えをさせていただきたいと思います。 
 今回、無償貸し付けをしまして、全ての施設、計画等も相手方が実施をいたしますので、そ

ちらにお話をしていただければ、基本的には利用ができることになるかと思います。 
 ただ、使用に関してこういう状況だとか、こういう使い方をするということで、もし疑問、

それから問題点があるような場合には、企画課に相談をいただくような形をとっていきたいと

思っています。 
○議長（望月光彦君） 

 ほかに質疑はございますか。 
 望月小五郎議員。 

○３番議員（望月小五郎君） 
 ３千万円弱を掛けていろいろな施設や部屋をきれいにしました。そこにリングローさんが窓

口となって外からの会社にスペースを貸し付けた場合、当然お金は入ってくるわけですね。そ

うなるとその儲けは全てリングローさんに入って、町にはそのお金は入ってこないということ

なのか。 
もう１つは、これから大きな修繕があった場合に、もう町の負担はなくて、リングローさん

が負担をしてあのきれいな万沢小学校を維持していただけるのか、このへんについて質問した

いと思います。 
○議長（望月光彦君） 

 企画課長。 
○企画課長（杉山一陽君） 

 それでは、お答えをさせていただきたいと思います。 
 躯体に関するものや大きな修繕が必要になった場合には、事業者と企画課で協議をして、ど

ちらがどのぐらい負担をするかという決定をしてからの修繕になるかと思います。そして管理

運営費は、貸し付ける相手方が支払いをするということになります。その内容につきましては、

電気料、水道料、それから浄化槽などの管理費、草刈りの委託管理などです。企画課で試算を

しまして、大体年間１８０万円ぐらいの管理費がかかるかと思います。 
 それから、議員のおっしゃるスペースの貸し付けという部分については、私どもは貸し付け

という考え方ではなく、共同でその施設を利用する団体ということで、月に１つの教室につき

２万円ほど、電気料、水道料等の共益費をいただいて、ともにその施設を利用するという考え

方でおります。ですので、その共益費につきましては、町の歳入になることはございません。 
 おかえり集学校では、今回の万沢小学校での活動で収益を上げるというは、今のところほぼ

考えておりませんで、とにかく町のために、それから町民のためにということで事業を展開し

ていただきます。 
 ですから、管理費の１８０万円ほどが、いろいろな事業者に入ってもらったり、パソコンな

どを町民の方が購入をしてくれて、とんとんになればいい事業になっていくと、そういう考え
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での計画をいただいて、町が承認したという形になります。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はありますか。 
 芦澤潤一郎議員。 

○１番議員（芦澤潤一郎君） 
 まず一点は、パソコンの販売ということですが、各課が使っているパソコンについて、これ

からリングローさんのパソコンに替えていくのか。 
 もう一点は、リングローさんのノウハウを使って各課でできることがたくさんあると思うの

ですが、そのへんをどう考えているか、町の考えをお聞かせください。 
○議長（望月光彦君） 

 企画課長。 
○企画課長（杉山一陽君） 

 それでは、芦澤議員のご質問にお答えをさせていただきます。 
 最初にパソコン等の活用ということで、今現在、南部町で職員が使っておりますパソコン、

ＬＧ系、インターネット系、２種類ございますが、これは広域で共同調達をしておりますので、

全てこのリングローさんのパソコンに替えるということは町単独では難しいと、現時点では考

えております。 
 ただ、担当にも確認をいたしましたが、今使っているパソコンがリースアップしたときには、

リングローさんに中古ということで買っていただくことは可能ではないかという、現時点での

話にはなっています。  
また、各課でこれからどのような使い方をということでございますが、どの課がということ

ではなく、町全体がＤＸ化に進んでいかなければならない。お子さんからお年寄りまでがスマ

ホやパソコン等を少しずつ使えるようにして、町全体の底辺を広げるということを狙いにして

おりますので、福祉保健課にしろ、生涯学習課にしろ、スマホ教室などのことについて、リン

グローさんと直接交渉をしながらより良く進めていければ成功していくと、そういう感じはし

ておりますので、これから町を挙げて積極的に利用していければなと思っています。 
 また、外の企業にもどんどん利用していただく。それから商工会にも声をかけてさらに広げ

ていければと思っております。 
 以上です。 

○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はございますか。 
 遠藤光宣議員。 

○９番議員（遠藤光宣君） 
 サークルなどの人たちが活用させてもらうことは本当にいいことだと思いますが、契約の期

間が５年間という、少し長いかなというのはありますけれども、その契約の期間中、例えば町

で一部を公的な施設として使いたいとなったときに、契約途中に変更ということは可能かとい

うことが一点。 
それから万が一の災害時に、スペース的にも、水道などの施設もあるので、避難所などとし

て使いたいときに使うことが可能かと、この辺りについてはどうでしょうか。 
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○議長（望月光彦君） 
 企画課長。 

○企画課長（杉山一陽君） 
 それでは遠藤議員の質問にお答えをさせていただきます。 
 まず契約の途中変更でございますけれども、こちらは仮契約をする際にも、相手方とかなり

内容を練っておりますので、必要に応じて協議のうえで町が利用できるということは、一応確

認は取れております。 
 それから避難所としてのという場合につきましても、これも仮契約の前に、かなり念入りに

打ち合わせをさせていただきまして、何をもっても避難所としては使っていただけるというこ

とになっております。昼間であれば常にオープンな場所でございますので、自由に避難をして

きていただいても結構ですし、それが夜につながるというようなときでも、さあ、帰ってくだ

さいということにはならずに、しっかり対応はしてくれるということで確認は取れております。 
○議長（望月光彦君） 

 ほかに質疑はありますか。 
 望月憲之議員。 

○２番議員（望月憲之君） 
 一点、万沢児童館の活用内容について教えてください。 

○議長（望月光彦君） 
 企画課長。 

○企画課長（杉山一陽君） 
 それでは、望月議員のご質問にお答えをいたします。 
 相手方も現場を何回か確認に来ておりまして、その際には、こちらに何人かの職員が来るこ

とがあるということで、宿泊施設として使えればいいというような声は上がっておりますが、

ただ現時点で、確実にこういう使い方をするというところまでは決まっておりません。 
○２番議員（望月憲之君） 

 総体的に使ってもらって、草取りもしてもらわないと管理が難しいかなと思います。 
○企画課長（杉山一陽君） 

 管理費の中には、年間に２、３回の除草の委託費も入っておりますが、ただ夏の盛りに、常

に誰が見ても草がない状態というのは、ちょっと難しい部分も御存じのとおりあるかなとは思

いますが、一応そのへんの管理もリングローでは、積極的に進めていくということは協議の中

で話をしてございます。 
○議長（望月光彦君） 

 ほかに質疑はございますか。 
 町長。 

○町長（佐野和広君） 
 いろいろご質問がありました。そして、皆さんがご覧になったように、あの学校も数年でい

ろいろなところが傷んでいますね。このまま置いたら大変なことになります。大体あれを解体

するだけでも大変なことですから。そういった中で、リングローという会社が手を挙げていた

だいたこと、これは非常にありがたいなと思っています。 
 いろいろな面でこれからＤＸ化が進んでまいります。多分、３月の時点でＤＸ課というのを
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新設することを皆さんにご審議いただきますけれども、今、世の中がそういう形になっていま

すから、リングローとタイアップしながら、南部町もそういう方向に進んでいけたらいいなと

思っています。 
ですから皆さんには、ぜひあそこを活用していただくようなお力添えをいただきたいと思っ

ています。そうすることによって、今までちょっと埋もれていた万沢地区が、逆に万沢地区だ

けではなくて町の皆さんが集うような、そんな施設になればいいと思っています。 
 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（望月光彦君） 
 ほかに質疑はありますか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２７ 議案第８０号について、質疑を終結いたします。 
 次に、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 以上で、討論を終結いたします。 
 これより、採決を行います。 
 日程第２７ 議案第８０号 財産の無償貸付については、原案のとおり決定することに、賛

成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２７ 議案第８０号については、原案のとおり決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
○議長（望月光彦君） 
    日程第２８ 発議第２号 南部町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 

 議員提出議案の発議第２号を議題とし、提出議案の説明・質疑・討論・採決を行います。 
 発議第２号 南部町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について、提出議員よ

り、提出理由の説明を求めます。 
 木内秀樹議員。 

○６番議員（木内秀樹君） 
 発議第２号 南部町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について、趣旨説明を

いたします。 
 朗読をもって趣旨説明に代えさせていただきます。 
 議員提出議案の１ページをご覧ください。 
 発議第２号 南部町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 
 上記の議案について、地方自治法第１１２条及び南部町議会会議規則第１４条第１項の規定

により提出する。 
 令和５年９月２２日 
 南部町議会議長 望月光彦 殿 
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 提出者 南部町議会議員 木内秀樹 
 賛成者 南部町議会議員 仲亀佳定 
  〃  南部町議会議員 遠藤光宣 
  〃  南部町議会議員 塩津  悟 
  〃  南部町議会議員 芦澤潤一郎 

 提出理由 
 地方自治法の一部を改正する法律（令和４年法利地代１０１号）及び関係政令の施行に伴い、

議員個人による請負の状況の透明性を確保し、議会運営の構成及び事務執行の適正を図る取り

組みを行うため、本条例を制定するものです。 
 なお、条文につきましてはお手元に配付してありますので、朗読は省略させていただきます。 
 議員各位には、よろしくご賛同を賜りますようお願い申し上げまして、以上で、発議第２号 

南部町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定についての、趣旨説明を終わります。 
○議長（望月光彦君） 

 提出理由の説明が終わりました。 
 木内議員は、その場でお待ち願います。 
 次に、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、日程第２８ 発議第２号についての質疑を終結いたします。 
 木内議員、ご苦労さまでした。 
 席にお戻りください。 
 次に、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 以上で、討論を終結いたします。 
 これより、採決を行います。 
 日程第２８ 発議第２号 南部町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について

は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、日程第２８ 発議第２号は、原案のとおり決定いたしました。 
 ここで暫時休憩いたします。 

休憩  午前１１時０３分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時０４分 
○議長（望月光彦君） 

 それでは、会議を再開いたします。 
 ただいま、文教厚生常任委員会から、請願第１号にかかる意見書の提出についての議案が提
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出されました。 
 お諮りいたします。 
 発委第１号を追加日程第１として、日程の順序を変更し、直ちに議題といたしたいと思いま

す。 
 これに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、発委第１号を日程に追加し、追加日程第１として、直ちに議題とすることに決定い

たしました。 
 ここで、追加日程準備のため、暫時休憩いたします。 

休憩  午前１１時０４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時０５分 
○議長（望月光彦君） 

 それでは、会議を再開いたします。 
  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（望月光彦君） 
   追加日程第１ 発委第１号、意見書の提出についてを議題といたします。 

 文教厚生常任委員会提出議案は、お手元へ配付いたしましたとおりでありますので、議案の

朗読は省略させていただきます。 
 提出議案の趣旨説明・質疑・討論・採決を行います。 
 追加日程第１ 発委第１号 加配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学

校での３５人学級の実施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意

見書の提出について、提出委員会より趣旨説明を求めます。 
 文教厚生常任委員会 遠藤髙芳委員長。 

○文教厚生常任委員長（遠藤髙芳君） 
 それでは、発委第１号について、説明をさせていただきます。 
 加配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学校での３５人学級の実施、教

職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出について、趣旨説

明をいたします。 
 朗読をもって趣旨説明に代えさせていただきます。 
 委員会提出議案１ページをご覧ください。 
 発委第１号 加配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学校での３５人学

級の実施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出につ

いて、上記の議案を別紙のとおり、南部町議会会議規則第１４条第２項の規定により提出する。 
 令和４年９月２２日提出 
 南部町議会議長 望月光彦殿 
 提出委員会は南部町議会文教厚生常任委員会であります。 
 提出理由でありますが、子どもたちのゆたかな学びや学校の働き方改革を実現し、全国のど

こに住んでいても一定水準の教育を受けられるようにするため、加配定数の振り替えによらな
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い小学校３５人学級の実施と中学校での３５人学級の実施、計画的な教職員定数改善の推進、

義務教育費国庫負担制度の堅持、および教育条件の格差解消のための教育予算の拡充を政府に

強く求める、本意見書を提出するものであります。 
 なお、意見書はお手元に配付してありますので、朗読は省略させていただきます。 
 意見書の提出先は、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、衆議院議長、参議

院議長であります。 
 議員各位には、よろしくご賛同賜りますようお願い申し上げまして、以上で、発委第１号 加

配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学校での３５人学級の実施、教職員

定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出について、趣旨説明を

終わります。 
○議長（望月光彦君） 

 発委第１号の趣旨説明が終わりました。 
 遠藤委員長は、その場でお待ち願います。 
 次に、本案に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で、発委第１号に関する質疑を終結いたします。 
 遠藤委員長、ご苦労さまでした。 
 席にお戻りください。 
 次に、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 以上で、討論を終結いたします。 
 これより、採決を行います。 
 追加日程第１ 発委第１号 加配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学

校での３５人学級の実施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意

見書の提出については、原案のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、追加日程第１ 発委第１号は、原案のとおり決定いたしました。 
 なお、本意見書は、地方自治法第９９条の規定により、議長において各関係機関へ提出いた

します。 
  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（望月光彦君） 
   日程第２９ 閉会中の継続調査についてでありますが、議会運営委員会委員長、総務建設常任委

員会委員長、文教厚生常任委員会委員長、議会改革特別委員会委員長から閉会中の各委員会の

開催について申し出がありました。 
 会議規則第７５条の規定に基づき、令和５年第４回定例会の会期の決定、所管事務研究およ
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び調査について、お手元に申出書の写しが配付されております。 
 お諮りいたします。 
 各委員長からの申出書のとおり、各委員会の所管事務等について議会閉会中に委員会を開催

することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、各委員長からの申出のとおり、委員会の所管事務等について、議会閉会中の委員会

開催については決定されました。 
 以上で、本定例会に付議されました案件は全て議了いたしました。 
 お諮りいたします。 
 会議規則第７条の規定により、本日をもって今期定例会を閉会といたしたいと思います。 
 これに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、今期定例会は、本日で閉会することに決定いたしました。 
 令和５年南部町議会第３回定例会を閉会いたします。 
 大変ご苦労さまでした。 
 議員の皆さまは控室に参集願います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
閉会  午前１１時１５分 
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